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お嬢さまで遊ぼう

あとがき







本作の主なる登場人物の紹介 パートナー編




　大おお空ぞら広こう大だい（私立しょうぶ沼ぬま高校一年）


属性：ボンクラ主人公

特技：家事全ぜん般ぱん

主なアイテム：伊だ達て眼鏡（広所恐きよう怖ふ症しようリミッター）

欠点：器き用よう貧びん乏ぼう

何かひと言：まぁまぁ。






　高たか科しな恵けい子こ（私立しょうぶ沼高校一年）


属性：巨乳幼なじみ

特技：二に度ど寝ね

主なアイテム：ゲーム全般、深夜アニメ、特とく撮さつヒーロー

欠点：ギャルゲー脳

何かひと言：当ててんのよ！






　上かみ温おん湯ゆ静しず花か（私立桃ももヶが枝え学院中等部二年）


属性：箱入りお嬢じようさま

特技：赤面

主なアイテム：手作りお菓か子し

欠点：引っ込み思案

何かひと言：え、あの……。その……。






　逢おう瀬せ桜さくら子こ（私立せんりょう台学園中等部三年）


属性：武ぶ闘とう派は中学生。女子高生ではありません。

特技：切り捨て御ご免めん

主なアイテム：竹刀＋セーラー服

欠点：寝ね起おき

何かひと言：……関係ないでしょ。






　アンリ・ウー（大学休学中）


属性：熱血直情

特技：棒術、空回り

主なアイテム：ロリポップキャンデー、棒

欠点：人の話を良く聞かない

何かひと言：おお、すげぇ～～!!











ドリ取り占いの遊び方






●サイコロを用意します。


●正六面体の美しさをしばし観賞します。ドリルには敵いませんが、正六面体も充分に美しいものです。



●振ります。おもむろに。

●サイコロの目のページを参照します。

　1＝こちら

　2＝こちら

　3＝こちら

　4＝こちら

　5＝こちら

　6＝こちら





「項目の読み方」



　大吉　[image: ][image: ][image: ][image: ]　：良いことがありそうです。

　中吉　[image: ][image: ][image: ]　　：中くらいの幸せ。

　小吉　[image: ][image: ]　　　：小さな幸せ。

　凶　　[image: ]　　　　：気にしない。

　大凶　　　　　　：ご愁傷さまです。

　ドリル[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]：素晴らしいですね。





「ティセさまのお言葉」



本作品のメインヒロインであるティセ子さん（公式愛称）がコメントしてくださいます。なんとなく有り難いような気がします。

ティセ子さん以外の人もコメントしてますが仕様です。




註：科学的根拠はありません。
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《ＰＨＡＳＥ―０４：００　Ｍ33～Messier 33～》







　夢。

　夢を見ていた。

　そういえば久しくこの夢は見ていなかった。なぜだろうと考える余よ裕ゆうは夢の中の大おお空ぞら広こう大だいにはなかった。

　遠く遠く、ただひたすらに遠く広がる海岸。静かに打ち寄せる波の向こうに、朝日のような赤みのかかった黄金の輝かがやきが満ちている。

　全体の把は握あくを拒きよ絶ぜつするかのような無辺の空間。

　しかしなぜだろう。広大はかつてこの夢をよく見ていた時のような恐きよう怖ふ感を覚えなかった。もっともだからと言ってこの空間全体から感じる奇き妙みような気配が消えたわけでもない。

　水平線すら見通せぬ広い海。砂すな浜はまと海以外は何も存在しない空間。

　そこにいるのは広大と、そしていつものように現れるあの少女。

　全てを充みたす黄金の輝きの中で少女は舞まいそして唄うたう。

　無限に広がる黎れい明めいの中でただ少女は唄うだけ。

　そうだ……。

　夢の中で広大は考える。

　俺は、この子を知っている。この子は俺の知っている子だ。だから……。

　黎明よりもさらに黄金の輝きを放つ髪かみを揺ゆらして少女は振ふり返る。逆光でその表情はよく見て取れない。しかしそのピンクの唇くちびるが何かの言葉を紡つむぎ出そうとしている事は分かった。

　そして……。




　目が覚めた。

　ハッとして大空広大は起き上がる。周囲を見回すと自分の部屋。灯あかりはつけたままだ。

　まだ夢うつつを彷徨さまよっているのか、一体いま何時で、自分がいつ寝ねたのかもはっきりとしない。寝ぼけ頭で枕まくら元もとの電波時計を取り上げる。液えき晶しようの時刻表示は午前一時ちょっと過ぎ。

　あぁそうか、とようやく広大は合点がいった。

　二学期は始まったものの、まだ夏休みボケが残っているのか、夕食の後、妙みように眠ねむくなりそのままベッドに突つっ伏ぷしてしまったのだ。その後の記き憶おくがないから、そのまま眠り込んでしまったのは確かだ。

　まぁ、いいか。まだ二学期も始まったばかりだから宿題も出ていない。今日はこのまま寝てしまおう。開け放したカーテンを閉めようとして、外の様子に目をやる。隣となりにある高たか科しな家の二階、恵けい子この部屋はまだ電灯がついたままだ。大方深夜アニメでも見てるか、ゲームでもやっているのだろう。

　エアコンのリモコンを取り、タイマーをセット。電灯を消そうと立ち上がった時だ。

　広大はそれに気付いた。

　なにやら耳に心地ここちよい気配。それがかすかに聞こえてくる歌声だと気付くにはしばしの間を要した。それだけかすかという事だ。室内にあるエアコンや各種電気機器の作動音に紛まぎれてしまうと、空気の僅わずかな揺らめきとしか感じられない。

　広大は自分でも意識せぬうちに、まるでその歌声に誘さそわれるかのように、自分の部屋のドアを開け廊ろう下かに出ていた。歌といっても歌詞らしいものはない。むしろスキャットと言った方が適当かも知れない。

　廊下を挟はさんで広大の部屋のすぐ目の前には、ティセの部屋がある。もともとは広大の父、大だい地ちが使っていた部屋だ。しかしその部屋の戸は開け放たれている。広大が覗のぞき込んでみると、敷しかれたままの布団はもぬけの殻から。

　かすかな歌声が聞こえてくる方向へ頭を巡めぐらせる。その先は廊下の突き当たり。屋根の上にある物干し台に繋つながる急な階段がある。物干し台は長い事使っていなかったのだが、ティセが朝日を見るのが好きだと言うので、広大の母、広ひろ海みがまた利用できるようにしたのだ。

　歌声の主がティセなのは確かだ。広大はそっと廊下を通り階段を上がっていった。なにしろ立て付けの悪い階段だ。広大が足をかけただけでぎしぎしと音を立てる。周囲が静かな夜だから、物干し台の上にいるであろうティセも気付いているはずだ。しかし歌声が止やむ事はなかった。

　階段の上の方から物干し台をのぞき見てみると、そこには案の定ティセがいた。傍かたわらには猫ねこの『たいよう』。ティセは東の空高くを見上げ、その歌を唄っているようだ。

　そっと足音を忍しのばせて物干し台に上がると、その瞬しゆん間かん、ティセの歌声が止んだ。金色の髪をふわりと揺らしてティセが広大の方へ振り返る。

　夜の街灯に照らし出され、こちらへと向けられたさえた碧あおい瞳ひとみに、広大は一時、当とう惑わくを覚える。この数ヶ月間ですっかり見慣れたと思っていたティセの瞳。しかし今のティセの瞳に浮うかぶ感情は広大の知らぬものであった。
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　どこかもの悲しく、そして他人が近寄る事を頑かたくなに拒絶する孤こ高こうの輝き。

　しかしそれを感じたのはほんの一瞬だけであった。次の瞬間、ティセの瞳はまたいつもの、感情がないわけではないが、それをおいそれと推察させないものへと変わる。

　先に猫の『たいよう』がにゃあと広大に声をかける。ティセは一時、小首を傾かしげ、そして話す相手に手を差し伸のべるようにする、あの仕草で広大に向かって言った。

「おはようございます」

「……はい？」

　深夜一時だというのに、出し抜ぬけにそう言われて、先程とは別の意味で広大は当惑した。ティセもその広大の当惑には気付いたらしい。だがなぜ当惑しているのか理解できぬようだ。両手を忙せわしなくぱたぱたさせてから、また手を差し伸べて言った。

「おはようございます」

「ええと、こういう場合はこんばんわじゃないかな？」

　広大はそんな事を言いながらティセに歩み寄った。そんな広大を見上げ、ティセは不思議そうに首を傾げながら答える。

「広大はさっきまで寝ていたはずです」

　どうやらティセは広大が寝ていたのは知っていたようだ。

「いま起きてきたのですから、おはようございますで問題ないと思います」

　あぁなるほど。そう言う事か。広大はようやくティセの誤解を察した。

「まぁさっきまで寝ていたのは事実だけど、今は夜だからこんばんわでいいんだよ」

「こんばんわ？」

　首を傾げるティセに広大は繰くり返して言った。

「そう、こんばんわ」

「こんばんわ」

　ティセは両手をリズミカルにぱたぱたさせ、何度か肯うなずくと、改めて広大の方へ手を差し伸べるようにして言った。

「こんばんわ」

「こんばんわ」

　何をやっているんだろうなと、心中で苦く笑しようしつつも、広大はティセにそう挨あい拶さつを返す。そんな広大にティセは満足げに肯くと、また東の空高くを見上げた。

「なにか見えるの？」

　何気なく広大は尋たずねた。

「星が見えます」

　返ってきたのはありきたりの返答。確かに星は見えるがなにしろ東京の夜空だ。全天を見回しても、見える星は数えるほど。

「ティセなら星が見たけりゃ、宇宙に行けばいくらでも見られるじゃないか」

　そう言う広大に向き直り、ティセは両手をぱたぱたさせながら答えた。

「でもきらきらしていません。地球から見る星はきらきらしています。きらきらです」

　なるほど、そうか。広大は納得がいった。地球上から見た恒こう星せいがきらめいてみえるのは、大気の揺ゆらめきによるもの。真空の宇宙空間では星々はきらめく事はない。

　広大自身もティセと契けい約やくした後、実際に宇宙で星を見たのでそれは分かっている。まったく瞬またたきもきらめきもせずに輝かがやく星々の群れは、むしろ不気味にすら思えたほどだ。

　ティセにしてみれば、きらめき瞬く星がむしろ珍めずらしいのだろう。広大は東の空高くを見上げるティセの横顔を見てそう考える。

「あぁ、そうだ」

　出来るだけさりげない風を装い、広大は先程の事をティセに尋ねた。

「ティセ、さっき何か歌を唄うたっていただろう？」

「歌？」

　しかしティセは広大の問いに首を傾げる。そしてそのまま考える事しばし。やにわに足下の『たいよう』に確認してみる。

「『たいよう』、私は歌を唄っていましたか？」

　その問いの意味が分かっているのかいないのか、猫ねこの『たいよう』はティセを見上げて、一つにゃあと鳴いた。その『たいよう』の答えに、ティセはうんうんと肯くと、広大の方へ向き直る。

「唄っていたようです」

「いや、唄っていたようですって……。自分の事だろう？」

　それ以前に猫と会話が出来るのかと突っ込みたくなるが、敢あえてその点は看過する広大である。広大の問いにティセは小首を傾げて答えた。

「私は良い気分だと唄ってしまう事があるようです」

　他人事のようにそう言う。

「そうなのか」

「そのようです」

　ティセは肯き再び東の夜空を見上げた。

　話したものかどうか……。広大は迷っていた。先程見た、あの夢。こうしてみるとあの夢の中の少女はティセに似ているような気がする。それにあの歌もティセが唄っていたものと同じかも知れない。

　もっともあくまで夢の中の出来事。広大がそう思いこんでいるだけという可能性もあるのだ。

　まぁいいや。少し冗じよう談だんめかして尋ねてみよう。そう思い広大が口を開きかけたその時だ。ティセが何か気付いたように、ぱっと両手を大きく広げた。そして広大の方へ振ふり返ると言った。

「眠ねむくなったので寝ねます」

　言うや否いなや、ティセはとたとたと広大の横を通り、物干し台から廊ろう下かへと繋つながる急な階段を下りる。その途と中ちゆうで思い出したように、広大に向かってティセが言った。

「お休みなさい」

「あぁ、お休み」

「にゃあ」

　広大に続いて『たいよう』もお休みを言ったつもりのようだ。ティセは感情を表情に出さぬまま一つ肯くと、そのまま階段を下りていってしまった。

　あとには広大がぽつねんと残される。思わず欠伸あくびが出るが、何気なく落とした視線の先では『たいよう』も眠たそうに欠伸をしていた。猫と人間はいささかばつの悪い視線を交かわす事になってしまった。

「俺も寝るかな～～」

「にゃあ」

　同意するようにそう鳴いた『たいよう』を抱かかえ、広大は物干し台から階段を下りて行った。廊下に下ろしてやると『たいよう』は一階の、自分の寝ね床どこに向かって行く。

　ティセの部屋の戸はきっちりとしまっており灯あかりも漏もれてこない。どうやらすっかり寝入ってしまっているようだ。

　広大は自分の部屋に入り、ベッドに腰こし掛かけてカーテンを閉じた。さっき、目に入った恵子の部屋の灯りもすでに消えている。

　蛍けい光こう灯とうのひもに手を伸のばそうとした時だ。机の上に置きっぱなしになっていた携けい帯たい電話が、メールの着信を告げるランプを点てん滅めつさせている事に気付いた。

　恵子か、孝たか郎お辺りだろうか。兵ひよう衛えは滅めつ多たな事ではメールをしてこないからそれはないだろう。

　携帯を手に取り、液えき晶しよう画面でメール送信人を確認する。

　あーちゃん。そしてメールを受信したのは、ちょうど広大が食事をしていた時間帯のようだ。携帯をチェックしていなかったので気がつかなかったのだろう。

「なんなんだ、一体」

　あーちゃんとはＵＮｂＡＲから派は遣けんされてきたアーネチカ・シギイワートの自じ称しよう。一四歳さいの天才科学者だが、妙みようにテンション高い特とく撮さつオタクというのが災わざわいして、到とう底ていそうは思えない。

『にゅふふふ、広大くん。今週の土曜日に、ＵＮｂＡＲ日本支局特別分室の親しん睦ぼく会かいをやる事になったからね♡　午後二時からだから、ちゃんとスケジュール空けておくようにね。ｂｙあーちゃん』

　メールの文面には日本語でそうあった。無む駄だに日本語がうまいアーネチカである。

　これはまた一方的なと思う広大だが、アーネチカにそんな常識を求める方が無理だとも分かっている。

「しかしなぁ」

　ベッドに転がりながら広大はぼやく。

「面子、どうするつもりなんだろう」

　顔ぶれによってはまた一波乱ありそうだ。もっともこれを企き画かくしたのはアーネチカ。別に広大が気に病やむ事はない。それでも先が思いやられる広大であった。




　方角は三角座の方向。距きよ離りは約二五〇万光年。形状は渦うず巻まき銀河。直径は約六万光年。我々の銀河系の直径が約一〇万光年だから、それよりはやや小こ振ぶりという事になる。

　ＮＧＣ５９８あるいはＭ33と呼ばれるこの銀河は、地球のある銀河系と同じ局部銀河群に属していた。

　つい二十年ほど前までは、仰あおぎ見る事が全てで、手を伸ばしたところで届くはずもない場所であった。なにしろ人類がその足で立った場所は、己おのれの住む惑わく星せいを公転する衛星まで。同じ太陽系の、すぐ隣となりの惑星にすらたどり着いていなかった。

　光の速度で飛行しても、二五〇万年もかかる世界など夢のまた夢。

　しかし彼らが、いとも簡単にその距離の暴ぼう虐ぎやくを克こく服ふくしてくれたのである。

　ｂｉｏビオクラフト。少なくとも四五億年以上前からこの宇宙に存在している、生きて意思を持つ宇宙船型生物。ｂｉｏクラフトの形状、大きさはまちまちだが、一いつ般ぱん的てきに一本から四本の回転する円えん錐すい形けいのパーツを船首に持つ。その特とく徴ちよう的なパーツはひと言で言ってしまえばドリルだ。そのドリルで、文字通り時空間を穿うがち、超ちよう光こう速そくで飛行する。

　ｂｉｏクラフトの行動範はん囲いは宇宙全域にも及およんでいるとされ、局部銀河群内の行き来などまさに朝飯前だ。




「未いまだに信じがたいね。しかしこれが事実なのだからな、君たちには感謝してもしすぎる事はない」

　チャールズ・シーグラーは目の前に浮うかび上がる立体映像に感かん嘆たんする。

「地球から二五〇万光年か。もっと遠くに行っている人間もいるのだろう？」

　シーグラーはｂｉｏパートナーにしては、比ひ較かく的高こう齢れいだ。高齢と言ってもまだ四十歳代前半。ｂｉｏクラフトは地球と人類の未来を担になう若者を中心としてパートナーを選せん択たくしていると言われている。十代のｂｉｏパートナーも珍めずらしくない。シーグラーは幸運にもｂｉｏクラフトが地球人と接せつ触しよくした直後、二十歳代半ばで契けい約やくを交かわす事が出来たのだ。

　ｂｉｏクラフトとパートナーとの契けい約やく及および解消は、両者の合意がなければならない。もともと天文学を学んでいたシーグラーにして見れば、契約を解除する理由もなく、彼と契約しているｂｉｏクラフト、一本衝角ポーン級『シリアスシケットまじめな茂み』も同様だ。もっともよほどの無茶を言わない限り、ｂｉｏクラフトの方から契約の解除を申し出る事はない。

「ええ、そのようですね。まぁこの辺りはまだ銀河系と同じ局部銀河群の中ですから。いわば銀河系の庭先ですよ」

　そう言うとシリアスシケットのホロン体、ウェックは笑う。

　ｂｉｏクラフトと契約するなり、宇宙の彼方かなたへ向かって戻もどってこないパートナーもいるが、シーグラーは『シリアスシケット』と共に、太陽系のある銀河系内の観測を地道に続けていた。銀河系の核かく、球状星団、暗黒星雲と様々な天体を観測して、それなりの評価も受けていた。

　宇宙は広い。如い何かにｂｉｏクラフトと言っても、人間の寿じゆ命みようが尽つきぬ間に、宇宙の全ての天体を案内するわけにもいかない。その為ためシーグラーも観測目標を銀河系内だけに絞しぼっていたのだ。しかし銀河系外がい縁えん部の観測を終え、少し時間的余よ裕ゆうも有った為、初めて周辺の銀河へと足を延のばしてみたというわけだ。

「しかしこちらへ来たのは、少し失敗だったかな。Ｍ33やアンドロメダ銀河は銀河系と余り構造は変わらない。折角、回り道をしたのだから、もう少し珍しいものを見たかったな」

　アンドロメダ銀河は、銀河系から見てＭ33と同じ方向にある。いずれも銀河系とよく似たタイプに分類されていた。

「銀河なんてどれもそんなに変わりませんよ。それとももう少し遠出してみますか？」

　ドライブの途と中ちゆうで少し寄り道をしようか。そんな口ぶりのウェックにシーグラーは苦く笑しようする。少し遠出と言っても数百万、数千万光年の単位なのだ。

　興味はあるがそれよりも目の前にある銀河にも惹ひかれる。

「いや、それはいずれ日を改めてとしよう。少しＭ33を観察したい。特に外縁部の構造が銀河系とどう違ちがっているのかこの目で確かめておきたいんだ」

「分かりました。外縁部ですね」

『シリアスシケット』はＭ33銀河外縁部から約三万光年離はなれた位置にいる。ウェックは『シリアスシケット』を加速させ、Ｍ33銀河内へ進めていく。立体映像に浮かび上がる光の円えん盤ばんがみるまに拡大していった。

「そういえば、ウェック。この銀河には地球人は入植しているのかね？」

　何気なく思いついた疑問を口にしたシーグラーにウェックは答える。

「まだ組織だった入植は行われてないはずですね。大たい抵ていが隣のアンドロメダ銀河に行ってしまいますから。まぁ条件的にはここも大して変わらないはずなんですが」

　その答えにシーグラーは苦笑する。

「やれやれ、やはり宇宙であっても知名度が優先するのかね。しかし生物が住める惑星はいくつかあるのだろう？」

「ええ、地球人が安心して住めそうな惑星なら、二〇や三〇はあるはずです。生命が誕生している惑星もその倍くらいはあると思いますが、まだ安全は確認していません」

　ｂｉｏクラフトの手助けにより恒こう星せい間、そして銀河間へ飛び出していった人類は、宇宙とは思いの外、不毛の地であるという事実に驚おどろかされた。ｂｉｏクラフトと接触する前、地球外文明の存在について様々な議論が為なされた。極きわめて楽観的な予測では、生命や知性は宇宙にとって特に珍しい存在ではなく、銀河系内でも数千から数十万の惑星に生物が生まれ、その多くが何らかの形で文明を持つに至っているだろうと推定されていたのだ。

　しかしｂｉｏクラフトはそんな楽観論者に残ざん酷こくな事実を教えた。生命とは宇宙にとっては極めて珍しい現象であり、高度な文明を持つ知性体に至っては、奇き跡せきのような存在らしいのだ。

　銀河系内に生命を宿す惑わく星せいはわずか数百。その中でｂｉｏクラフトが地球人が安全に生活できると保証したものは百にも足りない。ましてや地球人とｂｉｏクラフト以外の知的生命体などその痕こん跡せきすら見あたらない。もっともｂｉｏクラフトはいくつかの惑星への接近、降下を拒きよ絶ぜつしており、そこに何か隠かくされているのではないかと考える人も少なくないのだ。そして何よりｂｉｏクラフト側の代表である、イモータルヌーンもその疑念を表立って否定してないのである。

　もっともそれらの惑星は、近いものでも地球から数万光年は離れている。現実問題、地球人がｂｉｏクラフトの助けなしで、そこまで探査に赴おもむく事は不可能なのだ。ｂｉｏクラフトが方針を変えるか、気まぐれでも起こしてくれない限り、人類はそれらの惑星に何が隠されているかを知る事は出来ない。

「一番近くの生命を宿す惑星なら、あの辺りにあるはずですね。距きよ離りは大体二〇〇光年ちょっと……」

　そう言うウェックにシーグラーが座っていたシートから身を乗り出す。しかしウェックは妙みようなタイミングで言葉を切った。それだけではない。立体映像に表示されていた星の流れがぴたりと止まったのだ。立体映像に表示されている星の流れは、実際にそう見えている光景ではない。ｂｉｏクラフトの速度と星の位置から算出した、いわばイメージ画像である。しかし止まった状態で見える星々は、光量の調整などは行っているものの、基本的には肉眼で見えるものと大差ない。宇宙服を着てｂｉｏクラフトの外へ出る事が出来れば、立体映像とほとんど変わりない光景を目に出来るはずだ。

　立体映像の星の流れが止まった事は、ｂｉｏクラフト『シリアスシケット』が停止した事も意味する。

「一体どうしたのかね？」

　シーグラーは身を乗り出しウェックに尋たずねた。その時だ。立体映像に違い和わ感かんを覚えたシーグラーは、視線を戻もどしてそれをより観察する。

　断言は出来ない。中央に見えていたはずの星が見えなくなったような気がする。ほぼ正面にあった事からも、ウェックが言っていた生命を宿す惑星が回っていた恒星かも知れない。

「チャールズ」

　接続シートに着いたウェックが頭を巡めぐらせてシーグラーに声を掛かける。

「少々、問題が起きました。地球へ帰き還かんする事にします。いいですね？」

　同意を求めているが、その口調には有無を言わせぬものがあった。ウェックと契けい約やくしてから二十年近く。こんな言い方をされるのは、シーグラーも初めてだ。それだけにただならぬ雰ふん囲い気きを感じる。シーグラーも肯うなずくしかない。それを見てウェックはさらに付け加える。

「それともう一つ。少し遠回りさせて下さい。直接、地球へ帰還する事は出来ません。そうですね、二、三日余よ裕ゆうを見てくださればよいかと」

「そうか。二、三日程度なら……。しかし一体どうしたんだい、急に？」

「今はお話しできません」

　ウェックは前に向き直り、そうとだけ答えた。やはりその口調にはとりつく島もない。シーグラーは嘆たん息そくして、少し冗じよう談だんめかして尋ねた。

「私が生きている間に、話してくれるかね？」

「そうなる事を期待しておりますが、私が決めるわけではありませんから」

　いつになく無感情に答えるウェックに、シーグラーは今いま更さらながら、ｂｉｏクラフトと地球人類の間には、目に見えぬ広大無辺の距離がある事を実感した。
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《ＰＨＡＳＥ―０４：０１　親しん睦ぼく会かい～Social gathering～》







「……シギイワート博士」

　口調は丁てい寧ねいだが、思い切り嫌いやみたらしく桜さくら子こは言った。

「この騒さわぎのどこが、今後の活動についての打ち合わせなんですか！」

　最後まで冷静さを保っている事は出来なかったようだ。つい声を荒あらげてしまう。

「まぁまぁ、堅かたい事は言いっこなしや。今日は楽しくやらんとな♡」

「そうそう、たまには息いき抜ぬきした方がいいわよ。ただでさえ、あんたは普ふ段だんから肩かた肘ひじ張はって生きてるんだから」

　そんな事を言うクイックストーンと恵けい子こを無視して、桜子はさらにアーネチカに詰つめ寄る。

「シギイワート博士！」

　しかしアーネチカも負けてはいない。桜子を強ごう引いんに空いている椅い子すに座らせながら、その目の前で立てた指を振ふりながら訂てい正せいしてみせる。
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「ちちち。あーちゃん、もしくはあーちゃん司令と呼ぶようにって言ってるでしょ」

「だからこのふざけた騒ぎのどこが打ち合わせなのかと聞いているんです！」

　さらに語気を強くする桜子に、アーネチカはあの妙な含ふくみ笑いと共に答えた。

「にゅふふふ。だって桜子ちゃん、本当の事、言っても来てくれないじゃないの」

　北ほく綾りようグラウンドの地下に作られたＵＮｂＡＲ日本支局特別分室兼けん科学部施し設せつ。土曜日の午後、桜子はここで今後の活動についての打ち合わせがあるからと、アーネチカから呼び出されたのだ。この前、愉ゆ快かい映画の試写をやっていた作戦司令部こと中央情報管理室に入っていった瞬しゆん間かん、桜子はアーネチカに一いつ杯ぱい食わされたと悟さとった。

　わざわざ古めかしい筐きよう体たいに詰め込んだスパコンの上に、『ＵＮｂＡＲ日本支局特別分室親睦会』という横断幕が掲かかげられていたのだ。すでに広こう大だいやティセ、静しず花かにティル、アンリたちも集合しており、部屋の中央に用意されたテーブルには食べ物と飲み物まで用意されていた。

　かちんと来た桜子は、文句の一つも言ってやろうと、部屋の中に入っていったのだが、そこを逆にアーネチカにインターセプトされたというわけである。

「まぁまぁ桜子ちゃん。今日は親睦会という事だし、座っているだけでもいいから」

「大おお空ぞらさん！　その呼び方は止やめてくださいと言ってるじゃないですか」

　桜子の剣けん幕まくに苦笑いを浮うかべた広大がコップを手渡した。アーネチカは桜子が入ってきたドアの方を一いち瞥べつすると尋たずねる。

「ところでトランクルナイトは来てないの？」

「ティオは来たくないそうです。それになんか嫌な予感がしたので、無理に連れてきませんでした」

「それは残念です」

　すぐ横からそう言ったのはアーネチカではない。ハッとして桜子が声のした方へ視線を向けると、そこには冴さえた碧あおい瞳ひとみでこちらを見ているティセの姿があった。

　いつものようにティセの顔からは感情は窺うかがえない。だからと言って無感情ではないのは、桜子もすでによく分かっていた。それ故ゆえに桜子は一時、気まずさを覚えて視線を逸そらそうとするが、その前にティセが口を開いた。

「紅茶はありませんが、麦茶があります」

「……？」

　唐とう突とつなティセの言葉に、桜子は困こん惑わくする。

「紅茶は素す晴ばらしいと思います。特に私はアールグレイが好きです」

「そ、そうね。私も紅茶は好きよ。銘めい柄がらとかはよく分からないけど……」

　戸と惑まどいながらも桜子は話を合わせようとするが、ティセは小首を傾かしげて、両手をぱたぱたさせてみせる。

「しかし今日は紅茶はありません。ペットボトルの紅茶はありますが、リーフから淹いれたものと比べると香かおりが落ちる点は否いなめません」

「なに贅ぜい沢たく言ってるのよ」

　横から恵子がくちばしを容いれる。確かにテーブルの上にはペットボトルのミルクティーが用意されていた。他ほかには緑茶、麦茶、それに炭酸飲料のペットボトルと、缶かん入いり清せい涼りよう飲料が何本か。

「コーヒーや緑茶も嫌きらいではありませんが、紅茶がない場合はむしろ麦茶の方が適当かと思います。麦茶もなかなか素晴らしいと思います」

　桜子はティセの言いたい事が分からずぽかんとするだけだ。ティセの方も桜子の反応にどうしていいか分からぬようで、首を傾げて両手を忙せわしなくぱたぱたさせている。しかし何か思いついたようだ。突とつ然ぜん、一つ肯うなずくと勢い両手を肩かたの高さまで上げる。そして片手を差し伸のべるようにするいつもの仕草で桜子に尋ねた。

「麦茶を飲みますか、紅茶を飲みますか？」

　初めからそう言えばいいのに、なかなかその言葉が出てこなかったようだ。げんなりとする桜子に構わず、ティセはとたとたと麦茶のペットボトルを取りに行くと、すぐに戻もどってきて言った。

「私は麦茶の方がいいと思います」

「いただくわ」

　広大から受け取ったコップを出すと、ティセは慎しん重ちようにペットボトルから麦茶を注いだ。少しぬるくなってきた麦茶で喉のどを潤うるおした桜子は、これ以上、アーネチカに怒おこる気力も無くなった自分に気付く。

「おかわり？」

　半分空になったコップを見てティセはそう言うが、何となくばつの悪さを感じた桜子は、少し視線をそらせて答えた。

「いいわ。あとは自分でやる」

「そうですか」

　そう言うとティセは麦茶のペットボトルを桜子の前に置くと、周囲を見回し、新しいおつまみの用意をしている広大の手伝いに行った。

「あ、あの……」

　ティセの小さな背中に桜子は戸惑いがちに声をかける。自分の事だと思わなかったのだろう。ティセはそのまま歩いて行こうとするが、それに構わず桜子は言った。

「ティオは元気だから」

　金色の髪かみを揺ゆらしてティセがサッと振ふり返る。表情はいつもと変わりない。

「そうですか」

　声の調子も同じだ。しかし両手をぱっと勢いよく広げた辺りに隠かくしようもない喜びが窺える。そして桜子の方へ向き直り、手を差し伸べるようにしてティセは言った。

「ありがとうございます」

　そう言っただけでティセはくるりと振り返り、広大の所へ行ってしまった。しかし気のせいか、その足取りが弾はずんでいるかのように桜子には思えた。

　まぁ、いいか……。もう少し時間を潰つぶして行こう。自分でコップに麦茶を注ぎながら桜子はそう考えた。




「おいおい、大空くん。君はゲストなんだから、ちゃんと席に座ってないと駄だ目めだろう」

　王子さま先生こと、内うち山やま田だ王おう司じが広大に向かってそう言った。

「いえ、どうもこういうのは苦手なもので」

　そう答える広大は足りなくなったおつまみを補ほ充じゆうする為ため、新しいお菓か子しの袋ふくろを開けて皿に移している所だった。

「まったく落ち着かないなぁ」

　そう言って内山田は笑うが、広大が好きでやってるのは察してくれたと見え、それ以上は何も言わなかった。

　ＵＮｂＡＲ日本支局特別分室兼けん科学部親しん睦ぼく会かいというだけあって、集まっているのは広大たちだけではない。中央情報管理室でコンピュータの操作や、各種データの管理を行うオペレーターや、この施し設せつの建設関係者代表、保守点検係員も参加している。ラヴィーが現れた時、学校にやってきた青少年宇宙交流プランの担当者渋しぶ沢さわ孝こう作さくの顔も見える。

　すべて日本人というわけでもなく、アーネチカと聞き覚えのない言語で談笑している外国人もいた。

　彼らはみな広大たちがｂｉｏビオパートナーと知っているわけだが、全員がＵＮｂＡＲの職員で守秘義務については徹てつ底ていされているとの事だ。

「いやぁ、本当は局長も来るはずだったんだけどね。あぁ、僕の直接の上司なんだけど。今日は親しん戚せきの結けつ婚こん式があってどうしても外せないというものだから」

　皆みなを見回しながら聞かれもしないのに、内山田はそう言った。

「手伝います、広大」

　桜子となにやら話をしていたティセがそう言いながら広大の許もとへ歩み寄って来る。

「あぁ。それじゃこっちのお菓子をそこの皿にあけてくれないか」

「これですね」

　そう言ってティセは、柿かきの種の袋を取り上げる。そして袋を開けるかと思いきや、それを目の高さまで持ち上げてじっと観察しているではないか。

「……柿の種みたの初めてだっけ？」

　そう尋たずねる広大にティセは顔だけ向けて答えた。

「初めてではありません。しかし以前からずっと疑問に思ってました」

「なにが？」

「なぜこれは柿の種と言うのでしょうか？」

「あ～～、柿っぽいからじゃないのか？」

　言われてみたら考えた事がなかった。適当にそう答えておく。

「お姉ちゃん、新しいお菓子ちょうだい！」

　そう言って空の皿を持ったティルがティセの所へ駆かけ寄ってくる。その後からはおずおずと静花が続く。静花は広大を見つけると、ちょっとうつむき加減に視線を落としながら言った。

「あ、あの。大空さん、私もお手伝いいたします」

「あぁ、それじゃお願いしようかな」

　広大がそう言った時だ。

「あ～～、もう！」

　その光景に横からアーネチカが首を突っ込んでくる。

「駄目じゃないのさ、そういうのはその辺の人たちに任せる。おい藤ふじ岡おかくん、ちょっとこっちを手伝え!!」

　アーネチカに声を掛かけられて、若い男性のオペレーターが広大たちの所へやってきた。しかし内山田はにやにやと笑い、広大と静花を交こう互ごに見ながら言った。

「いやぁ、いいんじゃないですか。あーちゃん司令。二人で仲良くやってもらえば」

　仲良く、という辺りを妙みように強調する内山田である。それに反応しないアーネチカではない。

「そうか！　仲良くか!!　よしそれでは仲良く二人で、お菓子や飲み物を準備して貰もらおうじゃないか！　仲良くだぞ、仲良く!!」

　頻しきりに仲良くを強調するアーネチカに広大は首を傾かしげるが、対照的に静花はパッと顔を赤らめる。

「そ、そんな。仲良くを強調しなくてもいいじゃないですか」

「にゅふふふふふふふ♡　善よき哉かな善き哉。青春だねえ」

　静花のその反応にアーネチカは悪戯いたずらっぽく笑うだけだ。

「なに、お姉ちゃん。このお菓か子し、辛からい～～!!」

　ティセが皿に移した柿の種をつまんだティルが唇くちびるを尖とがらせる。

「そうです、辛いのです。柿の種は辛いものなのです。その上、具体的に丸くない」

　そこまで言ってしばし考え込んだ後、ティセはティルに向かって付け加えた。

「ティル、つまみ食いはいけないと思います。そのお菓子はあちらの人たちに持って行ってください」

「は～～い。でもこれなら静花が作ってくれるお菓子の方がいいや」

「へえ、静花ちゃん。お菓子作れるんだ」

　何気なくそう尋ねる広大に、パッと顔を輝かがやかせてティルが答えた。

「うん、そうだよ！　静花はお菓子作るの、凄すごくうまいの!!　ティルは静花が焼いてくれたホットケーキが大好き!!　メープルシロップがたっぷりかかっててすっごく甘あまいんだよ!!」

「ちょ、ちょっとティルったら大きな声だしちゃ駄だ目めでしょ。ちゃんとお手伝いしてちょうだい」
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　静花は少し狼狽うろたえながらティルをたしなめる。

「は～～い。でもこんなお菓子より、静花が作ったものの方がずっとおいしいのになぁ」

　ぶつくさとそんな事を言いながら、ティルは皿にわけられたお菓子を配って回る。

「お菓子作り好きなの？」

　深窓の令れい嬢じようとは聞いていたが、それだけに静花が自分でキッチンに立つ事を意外に思った広大は何気なくそう尋ねた。

　そんな広大に、静花はお菓子の袋ふくろをそそくさと開けながら、はにかんだ様子で答える。

「は、はい。それに父が何でも一通りこなせるようにとの方針なので。色々と習い事をさせてもらっています」

「それは素す晴ばらしいですね」

　ティセが静花の方へ手を差し伸のべるようにして言った。

「広大も料理は作れますが、お菓子は作ってくれません」

「いや、お菓子は結構、面めん倒どうだからなぁ」

「あの、よろしかったら私が教え……」

　勢い余ってそう口にしてしまったようだ。広大の方へ向き直り、そこまで言った直後、ぱっと頬ほおを真っ赤にする。きょとんとする広大から慌あわてて目を背そむけると、静花は言い直した。

「いえ、何でもありません。ごめんなさい」

「あ、うん」

　首を傾げる広大だが、それは横にいたティセも同じ。小首を傾げ、しばし両手をぱたぱたさせ、それだけでは飽あきたらず、じたばたとその場を行ったり来たりと落ち着かない様子だ。もっともしばらくそれを続けると、何事もなかったかのように、お菓子を皿に移す作業に戻もどる。

「あらぁ♡　なんかラブ臭しゆう感じると思ったら、静花ちゃんだったの？」

　今度はそんな事を囁ささやきながら静花の肩かたに手を回してきたのは恵子だった。

「ラブ臭って……、何ですか。高たか科しなさん？」

　困こん惑わくする静花だが、それに構わず恵子は声を潜ひそめたままで続ける。

「だってラブラブなんだもん。お姉さん妬やけちゃうわよ」

「ラ、ラ、ラブラブって……。別に私はそんな……」

　お互たがい声を潜めているので、広大の耳には話の内容は届かない。しかし静花が嫌いやがっているように見えた広大は恵子をたしなめようとする。そこでその異変に気付いた。

「おい、恵子。静花ちゃん嫌がって……、あれ？」

「なによぉ」

　むっとして広大の方へ頭を巡めぐらせる恵子だが、その目の焦しよう点てんはいささか怪あやしい。それに頬にも赤みが差していた。

「ちょっと待て、おい恵子。ひょっとして……」

　しかしその言葉は途と中ちゆうで遮さえぎられる。

「これ、お酒じゃないですか！」

　やにわにそう声を上げたのはアイシャだ。広大が声のした方を見ると、アイシャが飲み物の缶かんを手に取り、椅い子すから立ち上がったところ。すぐ目の前にはクイックストーンが居る。

「まぁまぁ、そんなに怒おこらんと。こういう席でノンアルコール言うのも盛り上がらんしなぁ。バイト先のコンビニから持ってきたんや」

　ちょっといい気分になっているクイックストーンにアイシャが声を荒あらげる。

「盛り上がるも何も、恵子や広大は高校生なんですよ！」

「恵子～～！」

　広大が睨にらみ付けると、恵子もやはり気分良さそうに笑いながら答えた。

「あ～～、あれお酒だったんだ。別にいいじゃないの～～、外国製の珍めずらしいジュースだと思えば。それならテレ東だって文句は言わないわよ～～」

　そろそろろれつが回らなくなってきている。その様子にはさすがの内山田も困った顔だ。

「いや、これはまずいよ。高科さん。仮にも僕の身分は教師だしね。教師が監かん督とくしていながら、飲酒したとなるとなぁ」

「だから外国製の珍しいジュースだってば」

　そう繰くり返す恵子に広大もため息をつく事しかできない。その時だ。すぐ側で携けい帯たい電話の着信音が鳴る。どうやら静花のものらしい。

「あのすいません。高科さん。携帯電話が取れないんですが……」

「ん～～」

　ようやく恵子から解放された静花はポシェットから携帯を取り出した。

「ここ、携帯繋つながるんですね」

「ああ、上のアンテナからケーブルを引いている。携帯がつながらないと親おや御ごさんや友達が不ふ審しんに思うだろう？」

　広大の何気ない疑問に内山田は妙みように得意げに答えた。

「はい、静花です。はい、はい。え、もうそんな時間ですか。はい、先生のお時間の都合ですか。分かりました」

　そこまでは普ふ通つうに受け答えしていた静花だが、その後で急に慌て始めた。

「い、いえ。別に何でもありません。はい。その……、え～～と実は今、駅前に居るんです。それで騒さわがしいんだと思います。え？　えっと、綾あや瀬せ駅です。綾瀬です。ええ、結構にぎやかなんですよ。はい、ティルとティルのお姉さんもいますから、大だい丈じよう夫ぶです」

　そう言って静花は通話を切った。そして困ったような顔で広大や内山田の方を見て言う。

「周りが騒がしいので、どうしたのかとお屋や敷しきの人に聞かれてしまいました」

　なるほどと広大と内山田は顔を見合わせる。そんな二人に静花は続けて言った。

「申し訳ありません。この後の習い事の時間が、先生のご都合で急に繰り上がってしまったもので。今日はこの辺でおいとまさせていただきます」

　その話を聞きつけたようだ。ティルが駆かけ寄ってくる。

「静花、帰るの？　じゃあティルも帰る」

　いささかアルコールが入っている事もあるのだろう。そんな二人に恵子が不満そうな顔で絡からみ始めた。

「なによぉ、まだ始まったばっかりじゃないの。もうちょっとゆっくりして行けばいいじゃないの！」

「でも……」

　言い淀よどむ静花にティルが援えん軍ぐんに入る。

「静花は忙いそがしいの！　ティルと遊んでいる時間だってないんだから!!」

「なによ、あんたと遊ぶ時間はあるんでしょ？　だったら付き合いなさいよ」

「まぁまぁ」

　恵子とティルの間に広大が割ってはいるが、それでも険悪な空気は収まらない。慌あわてたティセも広大に倣ならって二人の間に割ってはいるが、何をしていいのかよく分からないようで、しばし忙せわしなく両手をぱたぱたさせてからようやく口を開く。

「まぁまぁ、まぁまぁ」

　他ほかに何も思いつかなかったようである。

「別にあくせく勉強しなくたって、世の中なんとかなるなる」

「今日だって、静花はおうちの人に無理を言って来たんだよ！　その分、明日もおうちで勉強なんだから！」

　恵子とティルのテンションは上がる一方である。

「いや、だからさ。二人とも……」

　何とかたしなめようとする広大と、やはり二人の間に挟はさまって両手をぱたぱたさせながら右往左往するティセの姿が、不思議なくらいにシンクロして見える。

「やっぱ、ｂｉｏクラフトとパートナーって似てくるのかしらねえ」

「僕らもそうなのかね」

「天才って辺りが似てるさね」

　そんな会話をしているアーネチカとヒュージンを見ていたアンリがぼそっと突っ込む。

「似てるのは変人って所だろう」

「べ～～だ！」

　恵子に向かってアカンベをしてみせるティルの頭を後ろからちょんと小こ突づく者がいた。アイシャである。

「アウグストダスク。静花が困ってますよ」

「いえ、別に私は……」

　そうは言うがティルと恵子に挟まれた静花がどうしていいか分からずにいたのは確かだ。静花の様子を見てティルも少しは反省したように見えたが、その後に付け加えたアイシャのひと言が余計だった。

「あまりティセさまにご迷めい惑わくをかけないで下さい」

「私も別に……」

　ティセがアイシャの方へ手を差し伸のべるようにして言いかけた時だ。今度はアイシャに向かってティルがアカンベをしてみせる。

「アウグストダスク！」

「アイシャはいつもお姉ちゃんの味方じゃないか!!」

　ティルのその言葉に、ティセはますます激しく両手をぱたぱたさせながら、二人の間を右往左往するが、さすがにそれだけではどうにもならない。

「それじゃ帰りましょうか。静花さん」

　そう言いながら立ち上がったのは桜子である。どうやら一向に埒らちが明かないのを見かねて声をかけたようだ。しかしアイシャと同様、その後にまたもや余計なひと言を付け加えてしまう。

「こんな騒ぎ、懲こり懲りだわ。二度と下らない事で声をかけないで欲しいものね」

「桜子さん、でも……」

　しかし静花の言葉を遮さえぎる者がいた。

「ほ～～、言ってくれるじゃねえか。逢おう瀬せ」

　そう口を挟んだのは、ロリポップキャンデーの代わりにスルメイカを咥くわえたアンリであった。

「大体、お前は協調性がなさ過ぎるんだよ！　そうしてのうのうとしていられるのも、ＵＮｂＡＲがお前のやった事を不問にしてるからだ！　それを分かっているなら、もうちょっと協力したらどうだ」

「協力はするわ」

　ちらりと視線を送っただけで、アンリの方へ振ふり返ろうともせずに桜子は言った。

「でもこんな馬ば鹿か騒ぎはまっぴらだと言ってるのよ」

「いや、だから。アンリも桜子ちゃんも……」

　そう言って割ってはいる広大に、桜子はまた声を荒あらげる。

「だから、その呼び方は止やめてくださいと何度言ったら分かるんですか！」

「広大、お前がもっとしっかりしないと駄だ目めだろう。俺はいつも日本にいられるわけでもないんだからな！」

　アンリからも叱しつ責せきされて、すっかり薮やぶ蛇へびになってしまった広大である。

「おやおや、これは面おも白しろい事になってきたね」

　すっかり高みの見物でヒュージンはそんな事を言っている。

「あの、ビュートでしたね。あなたの方からもアンリに何か言ってくださいよ」

　広大はアンリと契けい約やくしているｂｉｏクラフト『ステディレクブレイション』のホロン体に頼たのむが、隅すみの方の椅い子すに座ってちびちびウーロン茶を飲んでいたビュートは我関せずといった面持ちである。

「いや、私はアンリの行動には余り口を挟はさまないようにしていましてね。まぁそもそも私が何か言ったところで聞かないでしょう」

「あぁ、その通りだ。分かったか、広大」

　アンリは妙みように得意げだ。

「もう知らない！　帰ろう、静花!!」

　一方、アイシャに小言を言われていたティルは、とうとう我が慢まんできなくなったようで、静花の手を引いて出口の方へ向かっていってしまう。事の発ほつ端たんだったはずの恵子はテーブルに突つっ伏ぷして眠ねむり込んでいる状態だ。

「ちょっとお待ちください。アウグストダスク。桜子のように協調性のない行動は困ります」

　もはや連れん鎖さ反応だ。アイシャが思わず口にしたそのひと言に桜子はかちんと来た。

「随ずい分ぶんと優等生で結構な事ね。これからも頑がん張ばってちょうだい。私なんて不要でしょう」

　その言葉にアイシャもむっとして桜子を睨にらみ付ける。

「まぁまぁ、まぁまぁまぁまぁ」

　ティセは両手をぱたぱたさせながら、みんなの間を行ったり来たりしているが、それだけでは事態の解決にはまったく役立たない。

「いや、だからさ。桜子ちゃんも、アンリもアイシャも、みんなもうちょっと落ち着いて……」

「広大！」

「大空さん!!」

　一いつ斉せいに怒ど鳴なりつけられる広大であった。




「……なるほど、そうですか。よく連れん絡らくしてくれました。感謝します。シリアスシケット」

　イモータルヌーンは左手の甲こうに浮うかび上がる紋もん章しように向かってそう答えた。紋章の中に浮かび上がるのは二つの二等辺三角形を組み合わせた図形。一本衝角のポーン級を表すものだ。

「当然の事をしたまでです。我が女王クイーンよ。どうやら撒まく事には成功したようですので、これより地球へ帰き還かんします。私のパートナーにも口止めしておきました。彼は信しん頼らいできる人間なので、他言する事はまずあり得ないでしょう」

「分かりました。帰還する時には気をつけてください。まだ彼等がどこかに潜ひそんでいるかも知れません。こちらからも追って誰だれか出しますので、しばらく様子を見てみるのも良いでしょう」

「承知しました。何か状じよう況きように変化があったらまた連絡します」

　シリアスシケットからの連絡が切れると同時に、イモータルヌーンの手の甲に浮かび上がっていた紋章も消える。

「ジャクリーン。彼等が来ました」

　頭を巡めぐらせた先にある執しつ務むデスクに座るのはジャクリーン・アウラ・ダキラＵＮｂＡＲ代表。ここはメガラニカ諸島共和国首都ボニン市にあるＵＮｂＡＲ本部である。

「地球から二五〇万光年。私たちの感覚で言うと途と方ほうもない、最果ての彼方かなただけど、あなた方や彼等にしてみれば目と鼻の先の距きよ離りね」

　イモータルヌーンは肯うなずき、ダキラ代表に答えた。

「はい、その気になれば一日で踏とう破はする事も可能です。幸いな事に『シリアスシケット』が発見した個体は、かなり下級のもののようです。近くに母船がいたとしても、それほどのものではないでしょう」

「現状ではＵＮｂＡＲに出来る事はないわね」

　ふうと一つため息をつくダキラ代表に、イモータルヌーンは少し微笑ほほえんでみせる。

「そうですね。今回は私と私の妹たちに任せてください」




「やぁ、なかなかみんな個性豊かで結構だね」

　上じよう機き嫌げんでそんな事を言う内山田に、アーネチカも他人事のように笑いながら答えた。

「にゅふふふふ、これくらいじゃないと張り合いがないってもんでしょ」

「二人とも、ちょっとはこっちの身になってくださいよ」

　テーブルの上の食器を片付けながら、広大はうんざりとした顔をしてみせる。

　結局、あの後、桜子と静花、ティルは帰ってしまったのだ。白けてしまったのか、アンリもビュートを伴ともない帰ってしまった。クイックストーンはその後もしばらく一人で飲み食いしていたが、やがて残った飲み物やお菓か子しを手みやげに退散。

「高科さんは酔よいが醒さめるまでしばらく寝ねかせておこう。間ま違ちがいとはいえ、教師の目の前で飲酒したとなれば、色々と問題になりそうだからね」

　そう言う内山田の視線の先では、テーブルに突っ伏した恵子がすやすやと気持ちよさそうな寝息を立てていた。

　ティセは広大やアイシャと一いつ緒しよに片付けを手伝っていたが、時折、手を休めては散らかり放題のテーブルを眺ながめている。
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　広大が何か声をかけようかと思った時だ。やにわに広大の方へ向き直ると、手を差し伸のべるようにしてティセは言った。

「みんな一緒だと楽しいと思います」

「う、うん」

　唐とう突とつにそう言われて戸と惑まどう広大だが、ティセはテーブルの上に視線を戻もどすとまた同じ事を言う。

「みんな一緒だと楽しいと思います」

　そして広大の方へ顔を向け尋たずねる。

「楽しいですよね？」

「……そうだな。みんな一緒だと楽しいよな」

「そうです、みんな一緒だと楽しいです。楽しい」

　ティセは広大の言葉に肯くと、再びテーブルの片付けに戻った。なんだかんだ言いつつティセは今日の親しん睦ぼく会かいを楽しみにしていたのかも知れない。広大はそう思う。しかし些さ細さいな切きっ掛かけから口げんかの応おう酬しゆうになり、結果的にはうやむやのうちに解散。

　とても楽しいと言える状況ではない。

「あ、こちらは私たちで片付けておくから。大空くんたちはあちらで休んでいて」

　気を遣つかってくれているのか、ＵＮｂＡＲ職員がそう声をかけてくる。本当は手を動かしていた方が落ち着くのだが、それでは余計に気を遣わせてしまうだろう。そう考えた広大は片付けをＵＮｂＡＲ職員に任せて、内山田とアーネチカ、そしてヒュージンの所へ行った。

「今日はさんざんでしたわねえ」

　ため息をつくアイシャに笑いながら内山田が言った。

「まぁこれからみんな長い付き合いになるんだ。じっくりやっていけばいいさ」

　そんな内山田に、広大は先程から考えていた事を口にする。

「あのぉ、王子さま先生。出来れば、誰か俺たちの上につけてくれるとか出来ませんかねえ？」

「上司なら私がいるじゃないのさ」

　横からアーネチカが口を挟はさむ。

「いや、広大はまとめ役をつけて欲しいって言ってるんじゃないかな。アーネチカ」

　ヒュージンの言う通りだ。

「ええ、なんかこのままだと何もしないうちに空中分解しそうで……」

「なにおぅ！　貴様、それでもレッドか!!」

　びしっと広大に指を突つきつけてそう言うアーネチカだが、意外な事に内山田もそれに賛同を示す。

「そうそう、一応僕らも大空くんにリーダー的役割を期待しているんだ」

「なんで俺が……」

　言いかけた広大をアイシャが遮さえぎる。

「まぁ消去法でしょうね。恵子は論外。アンリはあの通り、気が短い。静花は大人しい人ですし、桜子は……。まぁ今の段階では無理ですわね。結果的に広大しかいませんわ」

「素す晴ばらしいですね」

　ティセはそう言うが広大としてはまったく素晴らしい気分にはなれない。

「いや、だから他ほかに誰だれかを……」

「メンバー増強は、最低でも一クールが過ぎた辺りだ！　まぁ最近は二話でいきなり二人増えたという事例もあるけど!!」

「……何の話ですか、あーちゃん司令」

　特とく撮さつの話だろうと察しは付くが、一応そう突っ込んでおく。

「実際問題、大空くんかアンリくんなんだけどね。アンリくんはまだしばらく日本とフランスを行き来しなきゃならないし、桜子さんとも因いん縁ねんがあるしね。それに大空くんは貴パトリ族シヤンであり、三人のうち一番のお姉さんと契けい約やくしているんだ。当然だろう」

　当然だろうと言われても釈しやく然ぜんとしない。

「いや、でも王子さま先生。俺、みんなを引っ張っていく自信なんて無いですよ」

「はははは」

　内山田は広大の言葉にやにわに笑い始め、手近の椅い子すに腰こし掛かけてから言った。

「別に僕らは君たちに、桜子さんやアンリくんを引っ張っていって欲しいとは思ってないさ。これだけ個性的な面々だ。引っ張っていくタイプのリーダーではどうしても無理がある。だから大空くんみたいなタイプの方が適任なのさ」

「そうそう。レッドと言っても、先せん陣じん切って突っ込むタイプばかりじゃないでしょう。一歩引いて全体をまとめていくタイプなのさね」

「はぁ、そんなもんですかね」

「頑がん張ばってください」

　すっかり機き嫌げんを直したようで、ティセも両手をリズミカルにぱたぱたさせながらそう言った。しかし広大は何か体ていよく丸め込まれたような感じがしないでもなかった。
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《ＰＨＡＳＥ―０４：０２　上温湯邸～the Kamionyu's Residence～》







「はぁ……」

　広こう大だいは呆ぼう然ぜんと見上げ、そして左右へ視線を送るだけだ。その傍かたわらでティセは退たい屈くつそうに両手をぱたぱたさせている。

「話には聞いていたけど、こんなにデカいとは……」

　広大の目の前にあるのは上温湯邸。その門だ。左右を見てもずっと先まで上温湯邸の塀へいが続いている。広所恐きよう怖ふ症しようの広大にしてみれば、足がすくんでしまいそうな光景である。

「金持ちって居るんだなぁ」

　そんな事をぼやく広大である。

　親しん睦ぼく会かいの後、広大やアーネチカが桜さくら子こ、静しず花かに連れん絡らくを取ってみた。桜子は一切、電話には出ず、またメールの返信もない。静花は電話には出たものの、親睦会の騒さわぎを耳にした家の者から、厳しく外出を制限されたと言っていた。

　親睦を深めるはずが、余り後味の良い結果とは成らず、結局、広大がその事後処理をやる事になったわけだ。

　まぁ、そんなに深く考えず、顔を合わせて適当に話してくるだけでいいよ。横から口を挟はさむ人間がいなきゃ、話がわからない子たちでもないだろう。

　内うち山やま田だやアーネチカは気軽にそう言って広大を送り出したのだ。

　そうは言ってもなぁ……。

　広大はため息をつく。桜子の家の方が近いのだが、以前に行った時、にべもなく拒きよ絶ぜつされた事もあり、静花を優先したのだ。ティセがティルに確認したのだが、幸い日曜日には静花と二人で上温湯邸に居るという。そこで今日、広大とティセが静花たちを訪たずねてきたのだ。恵けい子ことアイシャはどうやらティルに余り快く思われていないようなので、今日の所は遠えん慮りよする事になったのである。

　しかしながら広々とした上温湯邸を目にすると、どうしても気後れしてしまう広大だ。こうなるとノリのいい恵子を連れてくれば良かったと後こう悔かいするがもはや手て遅おくれである。

「行きましょう」

　門の前でため息をつくばかりで、中に入ろうとしない広大に、ティセは小首を傾かしげながらそう言った。

「うん、まぁ……。ちょ、おい。ティセ！」

　なかなか踏ふん切りが付かない広大に構わず、ティセはとたとたと門柱に歩み寄るとインターフォンのボタンを押おした。

「ティセです」

　インターフォンの向こうから答えが返ってくる前に、ティセは自分からそう言ってしまう。

「……はい？」

　インターフォンの向こうにいる上温湯邸の人が戸と惑まどっている様子が手に取るようにわかる。

「ティセです。ティセ」

　インターフォンに取り付けてあるカメラの視界に入るよう、背せ伸のびしながらティセはそう繰くり返す。こうなっては仕方ない。慌あわてて広大もインターフォンに向かって言った。

「あ、あの、今日静花さんとお会いする約束をしている大おお空ぞら広大と言います」

　一いつ瞬しゆん、インターフォンの向こうが沈ちん黙もくする。そしてしばしの後、不信感もあらわに聞き返してきた。

「……静花お嬢じようさまとはどのようなご関係でしょうか？」

　しまった、相手は箱入り娘むすめだ。警けい戒かいされるのも当然だった。広大は狼ろう狽ばいするが、ティセはまったく臆おくすることなくインターフォンに答えた。

「姉です」

「……はい？」

「ティルの姉です。お姉ちゃんです」

「あ～～、静花お嬢さまのお友達のティルさんですね。そのお姉さんですか」

「はい、ティルです。そのティルの姉のティセです」

　ｂｉｏビオクラフトは名前に敬けい称しようを付けられるのを好まない。ティセはそう訂てい正せいするが、インターフォンの向こうの人は余り気にしていないようだ。

「分かりました。ティルさんは静花お嬢さまと一いつ緒しよにいるので、確認してみます」

「よろしくお願いします」

　不満そうに両手をばたばたさせるティセに代わって広大がそう言った。




「いよいよ現れたか……」

　サウザンドメイズィスはそう言った。

「ま、そろそろだとは思っていたけどね」

「一応、確認しておいた方がいいでしょう。彼を派は遣けんしておきました」

　カウチに座るサウザンドメイズィスが前にしているテーブルの上には、二等辺三角形を四つ組み合わせた図形が浮うかび上がっている。その下にあるのは直径三〇センチほどの金属製のリング。図形はそのリングが表示している立体映像だ。

「そうか、彼なら適任だね。いざとなれば一人でも始末してくれるだろう」

「そうならば、良いのですが……」

「どうしたんだい、サイレントカレント？　君らしくもないな」

　サウザンドメイズィスは『アミークス』の同志に向かって鷹おう揚ように尋ねた。

「同じ局部銀河群の中に現れたという事は、より大規模な群団が銀河群周辺にいるかも知れません。彼らにかぎつけられたら、現状では為なす術すべがありません」

「仮定の話だろう？　単に下位の悪性体が迷い込んだだけかも知れないし、そもそも情報にあった未確認飛行物体が奴やつらとも限らない。まぁ、まずは彼の報告を待とうよ」

　しばしの沈黙の後、サイレントカレントは紋もん章しようの向こうから答えた。

「……それもそうですな。先走ってしまって申し訳ありません。サウザンドメイズィス。それではオネストホワールウィンドから報告がありましたら、また連れん絡らくします」

「ん、お願い」

　サウザンドメイズィスがそう言うとサイレントカレントの紋章は消えた。

「さてと……」

　ここはアメリカ合衆国シカゴにあるＨＥＬＬＯ本部ビル。窓の外には夜の高層ビル街が広がっていた。

　その光景にサウザンドメイズィスはにんまりと笑えみを浮かべる。この部屋はＨＥＬＬＯが彼の為ために用意したもの。住人は彼一人だけ。その笑みを目にする者は誰だれもいない。

「面おも白しろくなりそうだね」




　広大の部屋はもちろん、二階全体いや家全体と同じくらいの広さがありそうだ。その広い応接室には、シンプルだがいかにも高価そうな調度品が並び、窓の外には広い庭が見て取れる。広大とティセが通されたのはそんな応接室の一つだ。

　部屋と同じくソファもやたらに大きいが、何となく居い心地ごこちの悪い広大は、その端はしの方に寄って座っている。気のせいだろうか、これだけ部屋が広いと広所恐きよう怖ふ症しようさえも顔を出してきそうである。

　一方、ティセは周囲の状じよう況きようなどまるで気にしないようで、出された紅茶のカップをのんびりと傾けていた。

「広大、私は重要な事に気がつきました」

　紅茶のカップを下ろすとティセは言った。

「重要な事？」

　少しは気が紛まぎれるかと思って広大は聞き返す。

「はい、重要です。とても重要」

　ティセの両手ぱたぱたがリズミカルである事から察して上じよう機き嫌げんのようである。

「それで何に気がついたんだ？」

　尋たずねる広大にティセは紅茶のカップを掲かかげるようにして言った。

「この紅茶は具体的に素す晴ばらしいです」

「……あぁ、そうなんだ」

　さすがの広大も拍ひよう子し抜ぬけする。

「はい、素晴らしいです。銘めい柄がらはよく分かりませんが、香かおりも味も調和が取れていて素晴らしいと思います」

「そりゃあ金持ちだからなあ」

　もう一度、応接室の中を見回して広大はぼやく。

「広大の家もお金持ちになれば、毎日こんな素晴らしい紅茶が飲めますか？」

「まぁ飲めるんじゃないの？」

　投げやりに答える広大に、ティセは小首を傾かしげてから尋ねた。

「ではなぜ広大はお金持ちになりませんか？」

「いや、それは社会的事情だよ」

　分かっているのかいないのか。ティセは一つ二つ肯うなずいてから、紅茶のカップに口を付けようとする。その時だ。ドアが僅わずかにきしむ音がした。

　広大とティセがドアの方へ頭を巡めぐらせると、オレンジ色の髪かみがちらりと覗のぞく。

　ティルだ。ティルは顔の半分だけドアの陰かげから覗かせると、じっと応接室の中をうかがう。

「どうしましたか、ティル？」

　しかしティルはティセの問いにはすぐに答えない。じっくりと応接室の中を見回してから、ようやくティセに向かって言った。

「アイシャは来てないの？」

　量子ブラインドに隠かくれているという可能性もある。ティルはそう確認した。

「いません」

　この上なくシンプルにティセは答えた。

「じゃあ、じゃあ。けーこは？」

　どうもティルは恵子とうまく発音できないようだ。妙みようなアクセントがついてしまう。

「恵子もいません」

「ほんと？」

　ティセの答えにティルは一歩、応接室の中へ踏ふみ込む。

「本当です」

「ほんとにほんと？」

「本当に本当です」

　いつもなら恵子かアイシャが突っ込む所だがあいにくと今日は不在だ。

「ほんとにほんとにほんと？」

「本当に本当に本当です」

　さらにワンサイクル繰くり返される。いつまで続くかと思われたやりとりだが、さすがにティルも納得したようだ。パッと顔を輝かがやかせて応接室に飛び込んできた。

「わ～～い、お姉ちゃん!!」

　まるで子犬のようにティセへと駆かけ寄り、飛びついて抱だきつく。

「もう、アイシャはいつもいつも怒おこってばっかりなんだもん！」

　まず口を衝ついて出てくるのがアイシャへの不満だ。

「でもアイシャはティルの事を心配しているから、あのように言うのです。ちゃんと聞かないとだめですよ」

「それは分かってるけど、アイシャもいちいちうるさく言わなくてもいいのに」

　唇くちびるを尖とがらせるティルに、表情を変えないながらも優しく諭さとすティセ。それはごくありきたりの姉妹の姿だ。兄弟の居ない広大も思わず表情がほころんでしまう。

「あの、大空さん？」

　ティルが入ってきたドアの方から声がする。頭を巡らせると、静花が入ってきた所だ。どことなくぎこちない様子でちょこんと頭を下げる。

「あ、あのすいません。色々と手間取らせてしまいまして。お屋や敷しきの人たちには言っておいたはずなのですが、男の方とは思っていなかったようで」

　そう言うとまたちょこんと頭を下げた。

「それでお姉ちゃんたちは、静花のお菓か子し食べに来たの？」

「違ちがいます。具体的に少し難しい話です」

　ティセのその言葉に、ティルはちょっと不満そうな顔で首を傾げた。

「え～～、あんまり難しい話は嫌いやだなぁ」

　しかし静花はそれで有る程度は察しが付いたようだ。

「あの、お話というのはｂｉｏクラ……」

　言いかけた静花に、広大は唇の前で指を立ててそれを制止する。ドアが開いたままだし、誰だれかが聞いていないとも限らない。静花はティルと契けい約やくしている事を、まだ家族や屋敷の使用人には話していないのだ。

　仕草の意味を察した静花は、廊ろう下かに誰もいない事を確認してから、ドアを閉めると広大の対面にあるソファに座る。ティルもようやくティセから離はなれて静花の隣となりに座った。

「先日は申し訳ありませんでした。大空さん。急に習い事の時間が変へん更こうになってしまいまして」

　そう言うとまた頭を下げる。

「いや、いいんだよ。これからちゃんと予定を教えてくれれば……」

　しかし静花は広大のその答えに、少し沈しずんだ表情を浮うかべた。

「あの、実はそれで困った事になりまして……」




「それは私がやります」

　紅茶のお代わりとお菓子を載のせたカートを押おしてきた上温湯家のメイドに、使用人のリーダー格である村むら井いがそう声を掛かける。

「あの、いいんですか？」

　本来、このような仕事は村井のものではない。しかし村井の言葉には、有無を言わせぬものがあった。長年、この屋敷に勤めているメイドは、何かあると察してカートを村井に渡わたした。もっとも何かあると言っても、上温湯家の一人娘むすめの所に初めて同年代の男性が訪たずねてきた事を気にしている程度だろうと思っていた。

「こちらは私に任せてください」

　村井はそういうとカートを押し、応接室へと向かっていった。

　そろそろ確認した方がいいだろうな。それがお嬢じようさまの為ためでもある……。村井は心中でそう独りごちていた。




「それじゃあ、しばらくは外出できないという事？」

　広大はもう一度、確認した。

「ええ、まぁ。まったくというわけではないですが、塾じゆくや習い事に関しては、きちんと時間割を決められてしまったので、自由な時間というとお屋敷の中しか……」

　静花にティルが言う。

「でもティルと遊べる時間はあるんだよね！」

「ええ、それは大だい丈じよう夫ぶ。でもお屋敷の外には出られないから」

「大丈夫だよ！　このお屋敷は広いもの!!」

　ティルは気にしていないようだが静花は浮かぬ顔だ。

「でもそれでは外でみんなと一いつ緒しよに行動できませんね」

　ティセはそう言うがティルは事の重要性を理解していない。

「みんなお屋敷に遊びに来ればいいと思うよ」

　そんな事を言う。

「いや、何か有った時、一々こちらにお邪じや魔まするわけにもいかないしなぁ」

「何か有った時ってなに？」

　ティルはきょとんとしてそう問い返すが、言われてみれば今後の話は何も決まっていない。しばらくの間はアーネチカ、内山田の協力の下もと、互たがいに連れん絡らくを取り合い、何かトラブルが有った時、対処して行くという程度だ。もっともフランスからアンリを呼び寄せた辺り、アーネチカや内山田、そしてＵＮｂＡＲ上層部には何か思おも惑わくがあるのだろう。

　現状では桜子とティオの歯止めになる事を期待しているのが一番だろうが、恐おそらくその先があるのは間ま違ちがいない。

　親しん睦ぼく会かいがうまくいき、皆みなが揃そろって顔を合わせるようになった辺りで、何らかの説明をするつもりだったのだろうが、見ての通り現状は空中分解寸前である。

「まぁ、色んな問題があるだろうし……」

　広大がそう言いかけた時だ。ドアをノックする音がする。

「お茶とお菓か子しをお持ちいたしました」

　男性の声だ。うかつにｂｉｏクラフトとかＵＮｂＡＲの名を口にせず良かったと広大は胸をなで下ろす。しかしその声に静花は少し訝いぶかしげな表情を浮かべた。

「村井さん？」

「はい」

　その呼びかけを許可と受け取ったようだ。ドアを開け、お茶とお菓子を載せたカートを押しながらスーツ姿の男性が入ってくる。

「執しつ事じさんですか」

　やはり金持ちは違ちがうなとばかりに広大は感心するが、四〇歳さい代半ばと思おぼしきその男性は穏おだやかな笑えみを浮かべて答えた。

「いえ、そんな大層なものではございません。こちらのお屋や敷しきで、働かせていただいているものです。紅茶のお代わりはいかがでしょうか、お菓子もおもちしました」

「それは素す晴ばらしいですね」

「わ～～い、メープル味のワッフルだ～～！」

　カートの上の紅茶とお菓子にティセとティルはすっかり盛り上がっている。

「ははは、それではティルさんはメープル味のワッフルで。お姉さまはティセさんでしたか。お茶ちや請うけは何にいたしますか？」

「ティル！」

「ティセ」

　二人はほぼ同時にそう答えた。そんな二人に村井は笑う。

「おやおや、これは失礼いたしました」

　そこで紅茶を注ぎながら一時、間を置いてから、村井は慎しん重ちように言葉を選び、しかし意味ありげに言った。

「お二方とも、名前に敬けい称しようを付けるのは、お好みではないようですな」

　さすがにティセは引っかからなかったが、単純なティルは見事に村井の術中に填はまってしまったのである。

「そだよ」

　村井は笑みを浮うかべたままでティセに紅茶を淹いれ、そして広大の方へ向き直る。

「大空さんも紅茶が宜よろしいですかな。コーヒーもありますが？」

「ええ、それじゃコーヒーを……」

　村井の意図が読めない広大は、そう答えておく。静花も先程から村井に訝しげな視線を向けたままだ。

　そんな二人に構わずコーヒーを注ぎながら村井は尋たずねる。

「『手頃なリーズナブ木立ルグローブ』という名に覚えのある方はいらっしゃいませんかね？」

　突とつ然ぜん、村井が口にした単語に広大は身を硬くする。名前だとするとｂｉｏクラフトの可能性がある。

「詳くわしくは知りません。面識もありません。でも名前には聞き覚えがあります」

　やにわにティセが村井の方へ手を差し伸のべるようにして言った。

「確か一本衝角、ポーン級ｂｉｏクラフトのはずです」

「ティセ……！」

　そんな事をしても意味がないとは分かっている。しかし声を潜ひそめて広大はティセを注意する。ティセはそんな広大の方へ振ふり返ると、両手をパッと広げて言った。

「この人は私たちの事に気付いているようです」

「村井さん!?」

　驚おどろく所を見ると、静花が話したわけでもないようだ。

「驚かせて申し訳ありません。お嬢じようさま。実は私、旦だん那な様さまにもお話ししていないのですが、若い頃ころにごく短期間ですが、ｂｉｏクラフト『リーズナブルグローブ』と契けい約やくしていた事がありましてね」

　村井からコーヒーを受け取る広大も、その告白には驚きよう愕がくせざるを得なかった。

「村井さんもｂｉｏパートナーだったんですか？」

「ＵＮｂＡＲにも申しん請せいしていませんでしたから、おそらく記録には私の名前は残っていないでしょうね」

　そう言って村井は笑う。

「まぁ私も色々と夢ややりたい事があって、ｂｉｏクラフトと契約したのですが、若気の至りといいますか。ちょっとしたトラブルで自分から、契約を解除してしまったのですよ。後こう悔かいしなかったとは言いませんが、まぁあれも人生なのでしょう」

　当とう惑わくする広大と静花を順番に見てから村井は続けた。

「実のところティルに関しては、しばらく前からｂｉｏクラフトではないかと思っておりました。申し訳ありませんが、いい機会と思い、少々探りを入れさせていただいた次第です」

　そう言うと村井は深々と頭を下げた。

「あ、あの村井さん。村井さんには色々とお世話になってますが、私、ティルとの契約は……」

　ソファから腰こしを浮かし掛かけてそう言う静花に、村井は穏おだやかに微笑ほほえみかける。

「いえ、私、契約を解除せよ等とは言いません。むしろティルと知り合ってからのお嬢さまを見ていると、この契約は身になっていると思っております。しかしどうやら……」

　広大の方へ視線を送ると村井は言った。その面は一転、厳しいものになっている。

「何か問題が起きていると見てよろしいのでしょうか。大空さん？　この私で宜よろしければお力になりますが？」

　村井の為ひと人となりをよく知らない広大は、静花へ視線を送り意見を求める。静花はしっかりとした様子で肯うなずくと言った。

「村井さんは信用できる、立派な方です」

　そう言う静花に肯き返すと広大は口を開く。

「それではお言葉に甘あまえさせていただきます。実は……」




「正体不明のｂｉｏクラフトだとさね。しっかし二五〇万光年ねぇ、さっくり言っちゃってくれるわ。イモータルヌーンも」

　東京都足立区、北ほく綾りようグラウンドの地下。そこにあるＵＮｂＡＲ日本支局特別分室。その中央情報管理室でアーネチカはぼやく。

　三角座Ｍ33銀河周辺で正体不明のｂｉｏクラフトが目もく撃げきされており、ＵＮｂＡＲ本部のイモータルヌーンから調査の要よう請せいがあったのだ。

　無論、強制ではなく、また調査の際、危険があるようなら即そく座ざに撤てつ収しゆうするようにと申し添そえてあった。

「二五〇万光年か。どれくらいかかるんだ、ビュート？」

　アンリの問いにビショップ級ｂｉｏクラフト『ステディレクブレイション』のホロン体、ビュートは答える。

「Ｍ33辺りまでなら、急げば往復で半日くらいかと」

「銀河面を垂直に抜ぬけて、星の密度が少ない空域を選んで直行すれば、まぁ、その程度でしょうね。さらに時間を短縮しようと思えば出来ますが、そこまで慌あわてる事もないでしょう」

　アイシャもそう言って肯く。

「じゃあどうする？　明日になるとまたみんな学校有るでしょ。今日にしちゃう？」

「俺だけで行って来ようか？」
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　フランスの大学を休学しているアンリがそう言った。

「私も同行いたしますわ。なにか気になります」

「それは構わないけど、高たか科しなは？」

　アンリの言うとおり、管理室には恵子の姿はない。

「今日はお友達と映画を見に行っていますわ。まぁ正体不明のｂｉｏクラフトの偵てい察さつくらいなら、問題ないでしょう。アンリもいる事ですし」

「そらまた殊しゆ勝しような事で」

　アイシャの言葉にアンリは笑う。

「あ～～、うちはもうすぐバイトのシフトが入るんやけど」

　挙手してそう言ったクイックストーンにアイシャは間かん髪はつを容いれずに言い返した。

「あなたは結構です！」

「契約もしてないしねぇ」

　アーネチカも現状ではクイックストーンを戦力として計算してはいないようだ。

「でもまぁ、大空くんたちが高校生である以上、いずれはアンリやクイックストーンの手を煩わずらわせる事もあるかと思うけど、その時はよろしく頼たのむよ」

　一応、教師としての顔を持つ内山田がそう言うと、クイックストーンは指で丸を作り、意味ありげに笑う。

「その節はこっちの方もよろしゅうな♡」

「はいはい、これは人件費という事でいいのかな」

　内山田は苦笑いを浮うかべた。

「さて、それじゃ行くとするか。余り夜よる遅おそくなっても何だしな。……あぁ、それと。女王クイーンさまたちには伝えておかなくてもいいのかよ」

「ええと、その……」

　アンリの言葉にアイシャは珍めずらしくばつの悪そうな顔をする。

「どうせトランクルナイトは来ないでしょうし、グロリアスドーンはアウグストダスクの所に行っていますから……」

　今ティセや広大に連れん絡らくすれば、ティルの耳に入ることは間ま違ちがいない。昨日の今日だ。さすがのアイシャも気後れしているようだ。

「ところでアーネチカ。正体不明と言いますが、他ほかに何か特とく徴ちようなどはイモータルヌーンから連絡が来てないのですか？　せめてクラスくらいは」

「あーちゃん司令！」

　そう訂てい正せいしてからアーネチカはＵＮｂＡＲから送付されてきたＦＡＸをアイシャに渡わたす。そこには英文でさきほどアーネチカが言った事が書かれていた。

　しかしアイシャは何か引っかかる。なぜイモータルヌーンは自分に直接、言って来なかったのだろうか。アイシャ一人で調査に向かう可能性があり、それは危険と考えたからだろうか。そうなると相手は単に『正体不明のｂｉｏクラフト』ではすまないかも知れない。

　もしや……。アイシャは思い当たる節がある。それなら危険があるようなら即座に撤収せよという、イモータルヌーンからのコメントも理解できる。

「念ねんの為ため、恵子に電話しておきます」

　アイシャはＦＡＸをアーネチカに返すと言った。

「恵子の方からティセさまたちに連絡を取って貰もらうかも知れません」




「なるほど……。私たちの知らぬ間に、色々とあったのですな」

「ごめんなさい、村井さん。隠かくすつもりはなかったんですけど……」

　静花は村井に向かって頭を下げた。

「いえ、謝る事はありません。静花お嬢じようさま。お話しできないような雰ふん囲い気きを作ってしまっていた、私どもの方にも責任はあります」

「そんなわけで、なにか問題があったらみんな一いつ緒しよに対処していければと、今はそんな感じになってきているんです。一応、ＵＮｂＡＲも協力してくれるようですし」

「みんな一緒だと楽しいです」

　そう言う広大にティセも言葉を添そえた。

「なるほど……。私の経験から言っても、ｂｉｏクラフトと契けい約やくする事は、お嬢さまの将来にとって決してマイナスにはならないと思います。出来る限りの範はん囲い内ないで、協力いたしましょう。ただしあくまで勉強が優先という事になると思いますが」

「はい！」

　思いの外、すんなりと村井の協力が得られたので、静花はホッと胸をなで下ろしたようだ。そんな静花を微笑ほほえみを浮かべて見ていた村井だが、少し厳しい顔で広大の方へ向き直ると言った。

「あと、これは一つ、承知しておいて欲しいのですが」

「はい」

　身を乗り出す広大に村井は言った。

「旦だん那なさまは余りｂｉｏクラフトに良い印象を持っていらっしゃらないようです」

　村井のその言葉に、広大は無言で静花へと視線を巡めぐらせる。静花は小さく肯うなずくとその視線に答えた。

「そんな感じはしていました。ニュースなどでｂｉｏクラフトが取り上げられても、余り話題にした事はありませんから」

「じゃあ静花のお父さんにばれると困るの？」

　ティルが小首を傾かしげて尋たずねた。

「まぁその辺は私がうまく取り計らいましょう。それに静花お嬢さまが、ＵＮｂＡＲから頼たよりにされているという実績を作れば、さすがに旦那さまもあまりうるさくは言わないと思います。旦那さまは社会の役に立つ人間を何よりも理想とされてますから」

「お手数かけて申し訳ありません」

　広大はテーブルの上に頭を下げた。

「いえ、そんな恐きよう縮しゆくなさる事はありません、大空さん。私もティルと一緒にいる事は、静花お嬢さまの為になると思っただけですから」

「わ～～い、じゃあこれからずっと静花と一緒だね！」

　大喜びのティルを見て広大は言う。

「でもこちらのお屋や敷しきにずっといるわけにもいかないし。その辺は王子さま先生やあーちゃん司令に相談してみるか……」

「そろそろお昼ですな。どうですか、大空さん。ティセ、ティル。お食事などされていかれては？」

　いえ、結構です。そんな事までお世話になっては……。広大がそう言う前に、ティセ、ティルの姉妹が反応した。

「それは素す晴ばらしいですね」

「ティルもお腹空いた～～！」

　これでは断りようがない。広大は嘆たん息そくすると村井に言った。

「それじゃお言葉に甘あまえまして……」

　そういう広大を、静花は微笑みながら見つめていた。







[image: ]







《ＰＨＡＳＥ―０４：０３　敵～enemy～》







「ちょっと引っかかるよな……」

　制せい御ぎよデッキにしゃがみ込んだアンリはそうつぶやく。

「なんかノーブルウィンドに体ていよく追い払はらわれた感じだぜ」

　目の前に浮うかぶ立体映像にはＭ33銀河が映し出されている。映像処理が行われて見やすくなっているが、実際にはまだ数万光年は離はなれている。

　地球を離れて四時間余り。ｂｉｏビオクラフト『ステディレクブレイション』はすでにその地点までやってきていたのだ。銀河間の星の密度が少ない空間だと、ｂｉｏクラフトの移動速度はより上がるのだ。

　正体不明のｂｉｏクラフトに関する報告をしてきた『シリアスシケット』は、その痕こん跡せきをまずＭ33銀河外がい縁えん部で発見したようなのだ。そこでアイシャはアンリに対して、二手に分かれようと提案した。それを呑のんだアンリだが、今ひとつ釈しやく然ぜんとしない気持ちなのも事実だ。

　イモータルヌーンは何か隠かくしている。アーネチカが言っていた言葉が引っかかる。それにｂｉｏクラフトは本来、個人主義志向がかなり強い。特に害を及およぼさない限り、正体不明くらいでは、相手に干かん渉しようするだろうか。

　アーネチカの言葉が引っかかっていたアンリは、だからこそ今回の調査行に積極的に参加したのだ。

「気にしすぎでしょう」

　ひとり言のつもりだったが、接続シートのビュートがそう言ってくる。疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいっているとは思わないが、普ふ段だんは自分のやる事に不干渉を貫つらぬくビュートが、敢あえてそうコメントしてきたのも、アンリには怪あやしく思えてきた。

　嘆息して髪かみを掻かきバンタナを直す。ベルトから新しいロリポップキャンデーを取り、口にくわえると、サテライトを構え直した。

「そうかもな。それじゃ一回りして……」

「アンリ、接近するｂｉｏクラフトを発見しました。向こうもこちらに気付いているかと思います」

　アンリの言葉を遮さえぎりビュートが言った。

「報告にあった正体不明のｂｉｏクラフトか？」

「正体不明なのですから、照合する事は出来ません」

「いや、まぁそれはそうだけどよ」

　もっともな理り屈くつをビュートに返されてアンリは渋しぶい顔をする。しかしビュートが次に口にした言葉でアンリは思わず色めき立った。

「しかし相手は正体不明ではありません。以前、接せつ触しよくした事がある個体です。この前、地球軌き道どう上で接触した赤い三本衝角のようです」

「あいつか！」

　映画撮さつ影えいを名目にティセの偽ぎ装そうシェルＥＳフレームのお披ひ露ろ目めをした時に乱入してきた深紅の三本衝角ナイト。

「本当に同一個体か？　ずいぶんと活動範はん囲いが広すぎないか」

「きっと向こうもそう思ってますよ、アンリ」

　気負うアンリをたしなめるようにビュートが言った。

「同一個体である事は間ま違ちがいないでしょう。呼びかけてみますか？　恐おそらく答える事はないと思いますが」

「接近してみよう。周辺空域の模式図を」

　アンリがそう指示した次の瞬しゆん間かん、制御デッキの目の前に三次元空間の模式図が浮かび上がる。銀河外縁から数万光年離れている事もあり、『ステディレクブレイション』の周囲には星は存在しない。模式図の中では赤いナイトが一いつ旦たん、『ステディレクブレイション』に接近してきたものの、今度は離れていくさまが映し出されていた。

「どうやら見つけたのは向こうが先のようです。こちらを確認したので興味を失い、離れていく所でしょうね。すると向こうも正体不明のｂｉｏクラフトを捜している可能性があります」

　ビュートのその分ぶん析せきにアンリは言った。

「それと、あいつが正体不明のｂｉｏクラフトに何か関わりがあるかだ」

　興奮気味にそう言うアンリに、ビュートは片方の眉まゆをついとあげるが、特にそれ以上、何かコメントする事はなかった。

「追うぞ、ビュート！」

　アンリのその指示を実行に移しただけだ。




　時刻は夕方。桜さくら子こは机に向かい勉強をしているが、どうしても集中する事が出来ない。その理由はただ一つ。先程から何回も鳴っているドアチャイムだ。

　桜子は痺しびれを切らしたように椅い子すから立ち上がりリビングへ向かう。そこでは自分用の椅子に座ったティオが、ぼんやりとテレビを見ていた。ＴＶ画面に映し出されているのはゴルフ中ちゆう継けい。ティオがゴルフに興味があるわけではない。ただ何となく画面を眺ながめているだけなのだ。

　そしてさらにドアチャイムが鳴る。リビングまで出てくると、扉とびらの向こうの声も聞こえてくる。

「仕方ないな。今日は帰ろう」

　広こう大だいの声だ。

「いえ、居ます。居るはずです。居るのは間違い有りません」

　続いてティセ。そして誰だれかが少し声を張り上げる。

「ティオ～～！　お姉ちゃんだよ！　ティセお姉ちゃんも心配してるよ。出ておいでよ～～！」

　そう言うのはティルだ。

　桜子はちらりとティオを一いち瞥べつする。しかしティオは相変わらずぼんやりとテレビを見ているだけ。

　午前中に広大から電話があった。桜子は自宅にいたものの、電話に出なかった為ため、広大は留守電にメッセージを残していった。これからの事について相談したいので、今日の午後、ティセと一いつ緒しよに桜子の家に来るという内容だった。

　いっそ外出してしまおうか。そう言って桜子はティオを誘さそった。しかしティオは今ひとつ気乗りしない様子だったのだ。

　結局、外出する事もなく、二人とも部屋にいたのだが、午後になってようやく広大たちがやってきたというわけだ。

「出る？」

　桜子は最初にチャイムが鳴った時と同じ問いをティオに投げ掛かかる。

「いいのよ」

　ティオから返ってくる答えも同じだ。確かにティオの目はＴＶ画面に向いている。だがそれを見ていない事は、桜子にも痛いほどに分かっていた。

　ティセをティオに会わせてあげたい。この前の広大の言葉が桜子の胸中によみがえる。

　私は、どうなんだろう……。心なしか小さく見えるティオの背中を見て桜子は考えた。

　この子の本当の気持ち、本当の望み。それを自分は理解しているのだろうか。もしもそうなら……。

「ティオ～～!!　ティルお姉ちゃんだよ～～!!」

　その考えをますます大きくなっていくティルの声が遮さえぎった。

「まったく、もう！」

　こうなると感傷にひたっている状じよう況きようではない。これ以上、大きな声を出されるとさすがに近所迷めい惑わくだ。

　桜子は玄げん関かんのドアの方へ向かって行った。




　上かみ温おん湯ゆ邸ていで昼食をごちそうになったばかりか、広大たちは屋や敷しきの中を案内して貰もらい、さらには村むら井い直々に自動車で送ってもらう事になったのだ。静しず花かは勉強などがあり、屋敷に残ったが、ティオの所に行くと聞いたティルも広大たちについてきたのだ。

「出てきませんね」

　ティセは落ち着き無く手をぱたぱたさせながらそう言った。先程から何度かドアチャイムを鳴らしているが、まったく反応はない。しかし中に誰か居る気配はある。ＴＶも点ついているようだ。

　もっともこれまでの経けい緯いからしても、広大は桜子とティオが素直に顔を出すとは思っていなかった。今日の所は退散しようかと思ったが、ティセとティルがなかなか納得してくれない。

「お～～い、ティオ～～！　ティルお姉ちゃんだよ～～!!」

　ますますティルが声を張り上げる。さすがにこれは迷惑だ。

「ティル、もうちょっと声を……」

　広大がそう言いかけた時だ。マンションのドアが少し開く。その向こうから長い黒くろ髪かみが覗のぞいた。桜子だ。

　広大が声を掛ける前に桜子が口を開く。

「帰っていただけませんか」

　そういわれても仕方のない状況だ。しかしだからと言って何も言わずに引き下がっては、ここまで来た意味がない。

「ごめん、ティルが……」

　今度はティルが広大を遮る。

「ねぇねぇ、ティオはいるんでしょう？　どうして出てこないの」

「会いたくないそうよ」

「え～～、なんで!?」

　ティルがすっ頓とん狂きような声を上げる。

「ティルもティセお姉ちゃんも心配してるんだよ！」

「それは……」

　桜子は言い淀よどむ。その隙すきをティルは逃のがさなかった。桜子の脇わきに回り込むと、ドアのすきから室内に顔を突っ込んで声を張り上げる。

「ティオ～～!!　いるんでしょ、出ておいでよ」

　中で誰だれかが動く気配はする。しかしティオが顔を出す様子はない。

「もういつまで拗すねてるのさ。ティラお姉ちゃんもきっと……」

　その名を出した瞬しゆん間かん、反応があった。

「うるさいわね!!」

「いるんじゃないか!!　出てきてよ！」

　ティセもティルの後ろから声をかける。

「ティオ、話だけでも聞いてくれるとうれしいです」

「関係ないわよ！」

　返ってくるのは声だけ。

「ティオ～～!!」

　再び声をあげるティルの後ろで、落ち着かぬ様子で右往左往するティセだが、パッと手を広げると言った。

「今日は帰りましょう。ティル」

「え～～？」

　不満そうなティルにティセは言った。

「ティオの声が聞けただけでもお姉ちゃんは満足です。きっともうじき会えると思います」

「会わないって言ってるでしょ！」

　ティオがまた声を荒あらげた。

「え～～と、ティセもこう言ってるし、今日はこの辺で……」

「分かりましたから、帰って下さい。ご近所に迷惑です」

　広大に答えて桜子がそう言った時だ。広大の携けい帯たい電話から着信メロディが響ひびく。

「あ、御ご免めんちょっと……」

　桜子に背を向けて広大は携帯を取り出す。電話をしてきたのは恵けい子こだ。

「あ～～、いまどこいるの？」

「桜子ちゃんの家だけど？」

　そう答える広大の後ろで桜子が少し恐こわい顔をする。

「フラグ立った？」

　恵子はいきなりそう言って来た。

「あのなぁ、そんな事の為ために電話してきたのかよ！」

「違ちがうわよ。アイシャから伝言があったの。私は藍あおと映画見てたんで、携帯の電源切ってたから、留守電に入ってたのよ」

「伝言？　直接ティセに言えばいいじゃないか」

　ｂｉｏクラフト同士なら紋もん章しようを使い連れん絡らくが出来る。わざわざ恵子に伝言する事はない。

「ほら昨日の事もあるから、ティルや逢おう瀬せさんに話を聞かれるのが嫌いやだったんじゃないの？」

　そう前置きしてから恵子は言った。

「でさ、なんか正体不明のｂｉｏクラフトが出たんで、ＵＮｂＡＲから調査の依い頼らいが来たんだって」

「正体不明のｂｉｏクラフト？」

　ちらりと肩かたごしに桜子を一いち瞥べつする。どうやら興味を引かれたようだ。ドアの所から一歩、広大の方へ歩み寄ってきている。ティセも携帯の会話は耳に入ってるようだ。興味深そうに身を乗り出していた。

「うん、それでアイシャとアンリが先に行ってるから、後から追いかけてくれって。詳くわしい場所はあーちゃんに聞いてだってさ。それでね、アイシャの伝言だけど……」

　伝言はそれだけじゃないのか。広大はいつになく遠回しなアイシャの行動に何かあると察した。

「チェーンソーがどうしたとか……。え～～と、チェーンソーが来たとか、その可能性があるとか……。そうティセに伝えてくれ、だったかな」

「チェーンソー？　チェーンソーが来たって……」

　あれ、チェーンソー？　チェーンソーとティセと言えば、何か有ったような……。しかし広大が思い出す前に、それが起きた。

　ばたばたと駆かけ寄る足音がしたかと思うと、ドアが部屋の内側から勢いよく開け放たれる。余りの勢いに側そばにいた桜子が思わず後あと退ずさったほどだ。

「奴やつらが来たの!?」

　血相を変えてドアから顔を出したのはティオだ。桜子も目を丸くしている事から出てくるとは思っていなかったらしい。当のティオも、思わず顔を出してしまった自分に戸と惑まどっているようだ。口元を手で押おさえて、またドアの陰かげに隠かくれてしまう。

「アイシャは本当にチェーンソーって言ったのね？」

　ドアの陰からティオがそう尋ねた。

　ティセの方へ視線を巡めぐらせると、身を乗り出すようにして激しく両手をばたばたさせている。完全に威い嚇かくのポーズだ。そういえば夏休み中にティセがチェーンソーを敵だと言ったことがあるのを広大は思い出した。

「なぁ、本当にチェーンソーって言ったのか？」

　ティセたちの態度を訝りながらも、広大は恵子にそう確認した。

「うん。意味はわからないけど、そう言ってた」

「お姉ちゃん、チェーンソーだよ!!」

「そうです。チェーンソーは具体的に敵です」

　なにやら興奮しているティセとティルを、広大と桜子はぽかんとして見る事しかできない。

「……ふふふふ、あははははは、あはははは」

　ドアの陰かげでティオが笑い始める。ティセやティルとは違った反応だが、やはりティオもチェーンソーという単語に興奮を隠しきれないのは事実のようだ。

「いいじゃないの。協力してあげる」

　そう言うなりティオはゴシックロリータ風の衣装の裾すそを翻ひるがえしてドアの陰から出てきた。

「奴らが相手なら、望む所よ。チェーンソーの首根っこを捕つかまえて、ティラの目の前に突つき出してやるわ」

　チェーンソーに首はないだろうと突っ込みたくなる広大だが、今のティオの剣けん幕まくを考えると迂う闊かつに軽口はたたけそうにない。
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「出て来てくれました」

　ティオの方に手を差し伸のべながらティセは言った。

「……え？」

　調子に乗ってドアの陰から出てきてしまった事に気付いて、ティオは思わず数歩、後退る。そんなティオに桜子は一つ嘆たん息そくしてから言った。

「なんだか良く分からないけど、共通の敵という事でいいのね？」

「そうね」

「そうです。チェーンソーは具体的に敵です」

　ティオに続いてティセもそう言うが、今いま更さらながらティセの表現は全く以もつて具体的ではない。

「それで、そのチェーンソーって何だよ？」

「敵です」

「敵だよ」

「敵ね」

　ほぼ同時にそう言う三姉妹に、広大と桜子は困こん惑わくした顔を見合わせるしかない。ティセはしばし両手をぱたぱたさせてから言い直す。

「チェーンソーは私たちと似て非なる存在です。彼らは私たちに敵意を持っています」

「そうそう、悪い奴らなんだよ！」

　ティルもそう言う。

「共生反対派みたいな連中？」

「全然違ちがうわ。もっと根本的に違うのよ。うまく説明できないけど……」

　桜子に問われて言い淀よどむティオだが、横からティセが助け船を出す。

「詳くわしい説明は後で私からします。今はまずアイシャを助けに行きましょう。彼らは強敵です。具体的に強いです」

「まぁ、私はアイシャなんてどうでもいいんだけどね」

　ティオはそう言うが桜子は厳しい表情になる。

「あの子には借りがあるのよ。これから余り大きな口を叩たたけないように、実力の違いを見せておいてもいいかもね」

　二人とも回りくどいなぁ。やっぱりｂｉｏクラフトとパートナーは似てくるんだろうか。そう思う広大だが、口に出すような失態はしない。

「それではみんな一緒ですね」

　上じよう機き嫌げんを表すかのように、パッと手を広げるティセに、ティオは思わず一歩後あと退ずさる。

「あんたのそう言うお調子者のところが嫌きらいなのよ！　私はまだあの時の事は忘れていないんだからね」

「それならそれでも構いません」

　ティオに向かって手を差し伸べてティセは言う。

「私はティオを信じます。それだけです」

　そう言うティセにティオはさっとそっぽを向いて答えた。

「茶番はここまでよ。それで奴やつらが現れたって言う場所は？　急いだ方がいいんじゃないの？」

「そうだな。まずあーちゃん司令に確認してみないと」

　広大はＵＮｂＡＲ日本支局特別分室に電話をかけた。




「くそ！　あの野や郎ろう、ちょこまかしやがって!!」

　アンリは思わずそう吐はき捨てる。深紅の三本衝角ナイトに挑いどみ掛かかったはいいものの、まったく相手にされなかったのである。ドリルを突き立てて突とつ進しんしていっても、相手は『ステディレクブレイション』をひらりひらりと躱かわしていくのだ。

　この前ビュートが指し摘てきしたとおり、やはりあの三本衝角はただ者ではない。改めてそれを実感するアンリだ。

「こっちは四本衝角なんだろ、ビュート。なぜ歯が立たない!?」

「そもそも三本衝角は純じゆん戦せん闘とう用がほとんどですから」

　他人事のようにビュートは答えた。

「しかし向こうはこちらの様子をうかがっているようです。逃にげるわけでもなく、攻こう勢せいに出るわけでもなく。妙みようですね」

「妙も何もねえ。ぶっ飛ばしてやらないと気が済まねえ！　行くぜ、ビュート!!」

「ちょっと待ってください」

　アンリの気勢をそぐようにビュートが言った。

「赤いナイトから連れん絡らくです。『オネストホワールウィンド』と名乗っていますが、答えますか？　ホロン体の映像も来てますが」

「いいだろう」

　アンリは制せい御ぎよデッキにあぐらをかき、サテライトを肩かたに掛ける。

「あの野郎の顔を拝んでやるとしよう」

「分かりました」

　制御デッキの目の前に立体映像が浮うかび上がる。羽織った深紅のマントで口元まで隠かくした若い男の姿だ。片手には三つのドリルを持つ槍やりのようなサテライト。標準的な装備だが、男が醸かもし出す雰ふん囲い気きも相まって、まるでポセイドンの三叉鉾トライデントのようにも見える。

「すかした野郎だぜ」

　向こうにも聞こえていると分かってアンリは言った。

「悪くない腕うでだ」

　出し抜ぬけにそのナイトのホロン体、オネストホワールウィンドは言った。

「しかし冷静さを欠いている。そうだな、感情的と言った方が分かりやすいだろうな。素質はあるが、まだ精しよう進じんが足りない」

「なんだ、お前はいきなり！」

　制御デッキにあぐらをかいたまま、アンリはサテライトをオネストホワールウィンドの鼻先へ突つきつける。もっとも相手はホロン体の映像なので、あまり脅おどしにはならない。

「そうだな、これは失礼した」

　オネストホワールウィンドが素直に頭を下げたので、アンリはむしろ拍ひよう子し抜ぬけしてしまった。しかし顔を上げたオネストホワールウィンドの眼まな差ざしは厳しいものになっていた。

　口元を隠していたマントを下ろして、オネストホワールウィンドは口を開く。

「なぜここへ来た？」

「あ？」

　唐とう突とつな質問にアンリは怪け訝げんな顔をするが、オネストホワールウィンドは容よう赦しやしてくれなかった。さらに同じ質問を繰くり返す。

「なぜここへ来た？　この辺りには見物するような珍めずらしいものはないぞ」

「そりゃあ……」

　話したものかどうか、アンリは困こん惑わくする。会話らしい会話はしていないが、アンリは直感的にオネストホワールウィンドは、いわゆる武人タイプの性格をしていると見み抜ぬいていた。容赦のない性格だが、舌先三寸の小細工はしてこないだろうと感じたのだ。

「正体不明のｂｉｏクラフトの調査だよ」

　少し投げやりにそう言った。

「お前、一人か？　他ほかに誰だれが居る。この前はグロリアスドーンと行動を共にしていたようだが？」

「あの不思議ちゃんは来てねえよ。後から来るかも知れないけどな」

「他に誰か居るのか？」

　余りボキャブラリーが豊富とは言えないようだ。オネストホワールウィンドはそう繰り返した。

「お前と同じナイトが来ている。ノーブルウィンドだ」

　その言葉にオネストホワールウィンドの面に緊きん張ちようが走る。マントの衿えりで口元を隠すと言った。

「ノーブルウィンドを捜さがすぞ！　ステディレクブレイション、協力して欲しい。奴やつらが来ているようだ、ノーブルウィンドが危ない」

　どうやらアンリは相手にされていないようだ。アンリが何か言う前にビュートが尋たずねる。

「ほぉ、するとやはり？」

「そうだ、あいつらだ。全ぜん滅めつさせるか、撒まくかしないとまずい事になる」

「承知した」

　ビュートが答えるとオネストホワールウィンドの映像も消えた。

「おいおい、なに俺抜きで話を進めているんだ！」

　アンリが制御デッキからビュートを見おろして文句を言う。

「申し訳ありません。しかし正体不明のｂｉｏクラフトについて、有る程度の事が分かりました」

「分かった？」

　ビュートは肯うなずいて答えた。

「ええ、正体不明のｂｉｏクラフトは、ｂｉｏクラフトではありません」

「補助オーグメントクラフトか？」

　オーグメントクラフトは、ｂｉｏクラフトが文字通り補助手段として使っているもの。ｂｉｏクラフトのコピーのようなもので、自らの意思とドリルを持たず、性能的にもかなり劣おとっている。

　しかしビュートは頭を振ふる。

「いいえ、アンリ。奴らは敵です」

「敵？」

　鸚おう鵡む返しに尋ねてもビュートはそれ以上は答えてくれなかった。




「やっぱり……。でもこの調子では、母船もどこかこの近くに潜ひそんでいるようですわね」

『ノーブルウィンド』の接続シートに着いたアイシャは後方を確認してそうつぶやく。すでに『ノーブルウィンド』は正体不明のｂｉｏクラフトと接せつ触しよくしていたのだ。しかしそれはビュートの言ったとおりｂｉｏクラフトではなかったのである。

　無数のオーグメントクラフトを従え、『ノーブルウィンド』へ追いすがってくる十数の物体。一見するとｂｉｏクラフトに似ているが、しかしそれはドリルを持っていない。

　ドリルの代わりに船首に装備されているもの。それは巨きよ大だいなチェーンソーとしか思えない装備であった。

　それはｂｉｏクラフトが悪性体、すなわち『メリグナントクラフト』と呼ぶ存在であった。
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「今さっき話したばかりなのに、呼び出して悪いね」

　広こう大だいがそういうと立体映像の向こうにいる静しず花かは笑って答えた。

「いえ、気にしないでください。村むら井いさんの方で、体調が悪くて部屋で休んでいるようにして貰もらっています。あと、それに……」

　少しはにかみながら続けた。

「あの、私。ティルと一いつ緒しよに宇宙に出た事がなかったので、ちょっとあこがれていたんです」

「まぁ何事も経験さね。だけどあんまり時間をかけるわけにもいかないわね」

　ＥＳフレームのブリッジからアーネチカがそう言ってきた。

「それでは急ぎましょう。ティル、お願いします」

「うん、分かった」

　接続シートに着いたティセに立体映像の向こうのティルが答えた。

　ＥＳフレーム装備の『グロリアスドーン』、そして『アウグストダスク』『トランクルナイト』は、予あらかじめ決めていた地点に集合していた。土星から公転面に対して垂直に三天文単位の辺り。そこに三体のｂｉｏビオクラフトが集結していたのだ。

「二五〇万光年も先なんでしょ？　急ぐと言っても五、六時間はかかるんじゃないの？」

　やはり立体映像の向こうから桜さくら子こが言ってきた。

「……五、六時間で二五〇万光年も凄すごいよな」

　思わず広大がそうぼやくと、ＥＳフレームのブリッジにいた恵けい子こが的確な突っ込みをいれてきた。

「昔は二十九万六千光年を往復するのに一年もかかったのにね」

「いや、それもなんか違ちがうだろう」

　いずれにせよ時間がかかるのは確かだ。しかしティセが言うには何か方法があるらしいのだ。

「大だい丈じよう夫ぶだって、じゃあみんな付いてきてね！」

　ｂｉｏクラフト『アウグストダスク』と『トランクルナイト』はすでに巡じゆん航こう形態に変形していた。ＥＳフレーム装備の『グロリアスドーン』と『トランクルナイト』が並び、その前に『アウグストダスク』が来るという、三角形の隊列を維い持じしている。

『グロリアスドーン』の制せい御ぎよデッキに着いた広大も、周辺空間の模式図でその状じよう況きようを確認できる。ＥＳフレームのリミッターにより、三次元空間のデータが制限されているので、広大の広所恐きよう怖ふ症しようも今のところ問題はない。

「行くよ！」

　ティルが声を上げた。




　先頭を行く『アウグストダスク』のハンマー状船首、即すなわち衝しよう撃げき式次元衝角の周囲に閃せん光こうが走る。空間という目に見えぬ壁かべを打ち砕くだき、その破片が光となって周囲へと飛び散っているかのようだ。『アウグストダスク』は空間を打ち砕きながら徐じよ々じよに加速。そして見る間に光速を超こえていく。その後に『グロリアスドーン』『トランクルナイト』も続いた。　すでに光速を超えている為ため、三体のｂｉｏクラフトは通常空間から確認する事は出来ない。

『グロリアスドーン』は一いつ旦たん、『アウグストダスク』を追い抜ぬく。しかしそれも束つかの間、『アウグストダスク』は『グロリアスドーン』を再度抜き返しつつ、衝撃式次元衝角を発動させた。そして今度は『トランクルナイト』が追い抜き、『アウグストダスク』がさらに抜き返しつつ次元衝角を発動。目の前に立ちはだかる空間、そして距きよ離りの暴ぼう虐ぎやくを打ち砕いていった。




　模式図を見ているだけでは、三体のｂｉｏクラフトが互たがいに追いかけっこをしているだけのように見える。しかしＥＳフレームのブリッジにいたアーネチカはさすがにその意図に気付いたようだ。

「ほぉ、なぁるほどね。これはいわば超ちよう光こう速そく版先行飛ひ翔しよう体ってわけね」

「先行飛翔体？」

　アイシャが居ない為、ＥＳフレームのブリッジで待機している恵子が首を傾かしげる。ちなみに内うち山やま田だは地球で留守番。クイックストーンはバイト中だ。

「ほれ、大たい気き圏けん内で飛行機やロケットが加速する時、一番の障害になるのが大気の抵てい抗こうじゃないのさ。そういう場合、空気抵抗を受け止める為の物体を先に飛行させて、飛行機やロケットがその後を付いていくって、そういうアイディアがあるのさね」

「ふ～～ん、Ｆ１とかで言うスリップストリームとか、マラソンのペースメーカーみたいなもの？　でも宇宙じゃ空気はないでしょ」

「質量を与あたえているヒッグス場は、真空の抵抗とも解かい釈しやくする事ができるわな。超光速に入ってしまえば関係ないけど、超真空場みたいなものが、加速を制限してるだろうさね」

「せんせ～い、分かりません」

　恵子は素直に白旗を揚あげるが、横で聞いていたヒュージンは満足げに肯うなずく。

「うんうん、さすがはアーネチカだ。まぁそんな所だよ。もっとも他ほかにもっとエレガントな方法もあるけどね。今回は僕らがＥＳフレームに乗っているから無理も出来ないしね」

　そう言うヒュージンににんまりとした笑えみを返してアーネチカは言った。

「でもこれだと、思った通りｂｉｏクラフトの超光速飛行手段は一つじゃなさそうさね。ヒッグス場制御、空間歪わい曲きよく、量子ジャンプなどいくつもの方法を組み合わせてると見て間ま違ちがいないでしょ」

「それはまだ秘密」

　ヒュージンは意味ありげな笑みで答えた。

「まぁその時が来たら教えられるかも知れないよ」




　追いつかれる！

　後方から迫せまってきているものとは別のメリグナントクラフトがオーグメントクラフトを引き連れ、『ノーブルウィンド』の前方に現れた。別行動を取っていたものが、超光速飛行で前方へ回り込んできたのだ。

　メリグナントクラフトを数万光年も引きずり回して、何とか撒まこうとしているのだが、向こうも懸けん命めいに追いすがってきている。それに時間を掛かけすぎたのか、別働隊に頭を押さえられた格好だ。メリグナントクラフトが妨ぼう害がいを掛けているのか、先程からアンリに連れん絡らくを取ろうとしているのだが、こちらも駄だ目めだ。

『ノーブルウィンド』は恵子が乗っていない為、反はん撃げきに出る事もままならない。このままだと埒らちが明かない。あとは恒こう星せいや或あるいはブラックホールの特異天体などに飛び込み、その隙すきにメリグナントクラフトを引き離はなすしかない。しかしそれはこのＭ33銀河では駄目だ。地球のある銀河系に近すぎる。もう少し離れた場所でないと、生せい還かんしたメリグナントクラフトが、この局部銀河群の情報をより大きな本隊へもたらすだろう。

　そうなったら……。

　アイシャは挟はさみ撃うちにしようとする前後のメリグナントクラフト、オーグメントクラフトを充じゆう分ぶんに引きつけ、そして一気に躱かわそうと考えていた。だが対策を思案していた為か、一時、反応が遅おくれる。

　く……！

　体勢を変えるのが一いつ瞬しゆん遅おくれ、『ノーブルウィンド』はオーグメントクラフトの群れに突っ込んでいってしまった。その『ノーブルウィンド』に向かって、味方であるはずのオーグメントクラフトを、チェーンソーの刃は先さきで微み塵じんに刻みながらメリグナントクラフトが迫ってくる。

　その時だ。突とつ然ぜん、奔はしった赤い閃せん光こうがメリグナントクラフトのチェーンソーを弾はじく。赤い閃光は身を翻ひるがえし、その勢いのまま数十のオーグメントクラフトを、刀の錆さびならぬドリルにまとわりつく光の粒りゆう子しに変え、さらにメリグナントクラフトへ迫る。『ノーブルウィンド』へ襲おそいかからんとしていたメリグナントクラフトも、その赤い閃光の方がより脅きよう威いと見たか、チェーンソーを振ふり立て襲いかかっていく。

　その赤い閃光は三本衝角のナイト級。

「オネストホワールウィンド！」

　アイシャは思わずそう叫さけんだ。

「おっと、俺も助けに来たんだ。名前くらい呼んでくれたっていいだろうよ」

　やにわにアンリの声が響ひびいた。開いたままの通信回線に接せつ触しよくしてきたようだ。

「案の定、これくらいの近きん距きよ離りなら通信妨害は受けないな。くそ、オーグメントクラフトだけで二〇〇はいるぜ。なんだこりゃ」

　ｂｉｏクラフト本体『ノーブルウィンド』と直結したホロン体アイシャ故ゆえに、モニターなどの間接的な手段を経ずとも外部の光景は認識できる。そこでは『ステディレクブレイション』が四本衝角でオーグメントクラフトを貫つらぬき、撃げき破はしつつ接近してくる所だった。
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「アンリ、どうしてこの場所が？」

　通信用立体映像に浮うかぶアンリは、四本衝角のサテライトを手に答える。

「お前さんと連絡が取れないと言ったら、あの三本衝角が通信妨害されてる可能性があると教えてくれたんだよ。それであいつと二手に分かれて、通信が出来ない辺りを探っていたらビンゴってわけだ」

「そうですか……」

　アイシャはほっと胸をなで下ろす。

「お前は下がってろ……！　っと、その前に一つ教えてくれ。あのチェーンソーは何だ？　赤い三本衝角もビュートも敵としか教えてくれないんだ」

「敵です」

　まったく同じ返答にアンリは目を丸くするが。アイシャは続けて言った。

「名めい称しようは悪性体、メリグナントクラフトとしか……。いずれティセさまかイモータルヌーンから詳くわしい説明があるかも知れません。とにかく今の私にはこれ以上詳しいお話をする権限がありません」

「そうか、まぁグロリアスドーンもこちらに向かってるから、落ち着いた所で聞くとしよう」

「ティセさまが？」

　問い返すアイシャにアンリが苛いら立だち紛まぎれに答える。

「だから下がってろと言っただろう。退路は俺が確保する。さっき連絡が付いた。なんか超スゲー飛行手段で、すぐに駆かけつけるとよ。お前は通信妨害エリアから出て、グロリアスドーンに状じよう況きようを伝えるんだ」

「あぁ、ティセさま。ご迷めい惑わくをおかけして申し訳ありません」

「申し訳ないと思ったら下がってろ!!」




　アイシャにそう言うとアンリは制せい御ぎよデッキでサテライトを構え直す。アイシャがメリグナントクラフトと呼んだチェーンソーを装備した飛行物体の大きさはおおよそ一〇〇メートルから五〇〇メートルと言ったところか。チェーンソーが一基ずつなのは同じだが、大きさはｂｉｏクラフトで言うと、ポーン級からビショップ級までと様々だ。

『オネストホワールウィンド』が戦っている相手は、自分の五倍近い大きさを持つかなり大きな個体だ。目に見えぬ巨きよ人じんの手で振り回されるかのようなチェーンソーをかいくぐった『オネストホワールウィンド』は、その基部に三本衝角を突つき立て、そして一いつ瞬しゆんで貫いていった。破は壊かいされると光の粒子に変わっていくのは、ｂｉｏクラフトやオーグメントクラフトと同じだ。

「なんだ、普ふ通つうに倒たおせるんじゃないか」

　アンリはそう言う。

「じゃあこっちも遠えん慮りよする事はない。行くぜ、ビュート！」

「承知した、アンリ」

『ステディレクブレイション』は側そばにいるオーグメントクラフト数すう隻せきを光の粒子に変えつつ、手近のメリグナントクラフトへ向かっていった。

　そのメリグナントクラフトも『ステディレクブレイション』の、いやアンリの意図は察していたようだ。十数体のオーグメントクラフトを従え、悠ゆう然ぜんと『ステディレクブレイション』を待ちかまえている。全長は三〇〇メートルと少しといったところか。『ステディレクブレイション』より大きく、この空域にいるメリグナントクラフトの中では中型程度だ。

「行け！」

　サテライトを突き出すアンリに応こたえて『ステディレクブレイション』は四本衝角を、メリグナントクラフトのチェーンソーに突き立てる。しかし高速運動するチェーンソーは、難なく『ステディレクブレイション』の四本衝角を受け止め、さらにはそのまま押おし切ろうとするではないか。

「アンリ？」

　さすがのビュートもいささか慌あわてたのか、振ふり返りアンリに声を掛かけた。しかしアンリはサテライトにより力を込めて答える。

「どうってことはねえ！」

　チェーンソーとドリルが互たがいを刻み、貫こうとせめぎ合う。空間が破れ悲鳴を上げ、真空が蒸発、対生成された物質と反物質が、光になって±０へと戻もどっていく。

「ドリルがチェーンソーごときに負けるかよ！」

「その通りです」

　冷静なビュートが珍めずらしく感極きわまったように言った。

「ドリルは素す晴ばらしいものです。何ものにも負ける事があってはなりません」

　そんなアンリとビュートの思いが乗り移ったか、『ステディレクブレイション』の四本衝角はさらに回転を増し、周囲の空間ごとメリグナントクラフトのチェーンソーを貫こうとする。やはり高速度で運動する鋸きよ歯し状次元衝角は、それまで何とかドリルを受け止めていたが、ついにはその限界を突とつ破ぱしてしまった。

　鋸歯状次元衝角はドリルの前に砕くだけ散ったのだ。そしてその勢いのまま『ステディレクブレイション』の四本衝角はメリグナントクラフトを貫つらぬき撃げき破はした。

「よし、やったぜ！」

　そこで我に返りアンリはビュートに尋たずねる。

「残りのメリグナントクラフトは？」

「一五体です」

　ふうと一つため息をついてアンリはぼやく。

「こりゃやりがいがあるな」




「メリグナントクラフトは、私たちｂｉｏクラフトと違ちがってドリルを持ちません」

　ティセがそう言う。

「ドリルの代わりにチェーンソー、つまり鋸歯状高速振しん動どう次元衝角を持ちます。それが武器であり、超ちよう光こう速そく飛行装置なのは私たちと同じです。しかし生物と契けい約やくする事はしません」

　そしてしばし間をおいてからティセは付け加えた。

「今はそう認識してください。あとで詳くわしくお話しできるかと思います」

　通信妨ぼう害がいエリアから脱だつ出しゆつしてきたアイシャが、ティセたちに連れん絡らくを寄よ越こした所だ。チェーンソー、メリグナントクラフトという言葉を説明してティセがそう言ったのだ。

「つまり、オーグメントクラフトにチェーンソーが付いたバージョン？」

　ＥＳフレームのブリッジにいる恵子がそう尋ねるが、『グロリアスドーン』の接続シートに着いたティセは少し首を傾かしげてから答えた。

「オーグメントクラフトよりは、私たちに近い存在です。それにメリグナントクラフトを逃にがすと大変な事になってしまいます。まずメリグナントクラフトを倒さなければなりません」

「ですが、ティセさま。恐おそらくＭ33銀河周辺には母船クラスのメリグナントクラフトが潜ひそんでいる可能性があります」

　まだ数千光年先にいるというのに、『ノーブルウィンド』のアイシャからの連絡はまったくタイムラグを感じさせない。

「私に考えがあります。アイシャは一いつ旦たん、戻って『ステディレクブレイション』と『オネストホワールウィンド』へ、三〇〇秒後一気にその空域から退たい避ひするように伝えてください」

　通信用立体映像のアイシャに向かって手を差し伸のべるようにして言うと、ティセは『アウグストダスク』のティルに視線を戻して続けた。

「お願いします。ティル」




「一気に退避しろって、どういう事だ？」

　次のメリグナントクラフトと戦っていたアンリは、アイシャからの連絡に戸と惑まどいを隠かくせない。

「このメリグナントクラフトの数から察して、近くに母船が居るのは確実。おそらくグロリアスドーンは母船をおびき出すつもりなのでしょう」

「どうやって？」

　先程の戦いで『ステディレクブレイション』が手て強ごわいと見て取ったか、メリグナントクラフトは常に数体が同時に、さらにオーグメントクラフトを盾たてにして突とつ進しんしてくる。アンリはサテライトを手に、『ステディレクブレイション』を回かい避ひさせながら尋ねた。

「一気にダメージを与あたえれば、メリグナントクラフトは撤てつ収しゆうを図るはず。それに我らの側に貴族パトリシヤンがいると分かれば、母船も出てくるでしょう」

「でも……」

　アンリが尋ねようとした時にはすでにタイムアップだった。

「撤収してください、アンリ。オネストホワールウィンド！」

　近きん距きよ離り通信でアイシャがそう言ってきた。




「無理ならいいよ、静花。なんだったらティオと桜子にやって貰もらってもいいし」

「いいの、私も見ているだけじゃなくて、みんなの役に立ちたいから」

　静花は制せい御ぎよデッキの上に立ち、手にハンマー型のサテライトを握にぎって答えた。

『アウグストダスク』は超光速飛行を終えて通常空間へ戻もどっている。また形状も巡じゆん航こう形態から戦せん闘とう形態へ変形。メリグナントクラフトがいる空域まで約二千光年の位置でその準備を整えていた。

「うん、静花がそう言うなら！」

　接続シートに着いたティルはそう答えて前へ向き直る。その先にはメリグナントクラフトが、『ステディレクブレイション』『オネストホワールウィンド』と戦っている空域がある。もっとも可視光線で見える光景は約二千年前のものだ。

「行くよ、静花！」

「ええ、ティル」

　静花の返答にティルは叫さけんだ。

「抜ドロウ刀イング！」

　それと同時に静花は手にしたハンマー型のサテライトを振ふり上げ、そして勢い余って後ろへひっくり返ってしまった。

「きゃ？」

「ああ、静花？」

　驚おどろいたティルが接続シートから立ち上がり、静花の方へ振り返った。その光景を通信を介かいして見ていた広大も慌あわてる。

「大だい丈じよう夫ぶか、静花ちゃん？」

「えっとその大丈夫です。すいません」

　顔を赤くしてスカートの裾すそを直しながら静花は立ち上がる。

「早くしないとメリグナントクラフトが、こっちの意図に気付くわよ」

　ティオのその言葉に静花は肯うなずいて答えた。

「分かってます。行くわよ、ティル」

「うん、それじゃもう一度……！」

　接続シートに着き、再び前を見たティルは、二千光年先の空間に意識を凝こらす。

「抜ドロウ刀イング！」

　そして静花とティルは声を合わせる。

「『夕暮の輪唱ダスクアラウンド』!!」




　一気に退たい避ひしていく『ステディレクブレイション』と『オネストホワールウィンド』、そして『ノーブルウィンド』の様子に、メリグナントクラフトはおかしいと気付いたようだ。しかしその意図を計りかねたようで、一いつ旦たん、一ヶ所に集まり始めた。それが災わざわいする事になった。

　次の瞬しゆん間かん、メリグナントクラフトとオーグメントクラフトが集結した空域を中心に、いくつもの光の泡あわが現れたのだ。宇宙空間が水に代わり、さらには沸ふつ騰とうして泡立っていくかのようだ。いや、その印象はある意味で間ま違ちがっていない。

「なんだ、こりゃあ？」

　もう少し退避が遅おくれていれば『ステディレクブレイション』もその光の泡に巻き込まれていただろう。光の泡はメリグナントクラフトやオーグメントクラフトを呑のみ込み、そして事も無げに破は壊かいしていく。

　アンリはそのさまに呆ぼう然ぜんとするしかなかった。

「これが、貴族の力です」

　ビュートはそうとだけ言った。




「局所インフレーション現象！　それも二千光年先から狙ねらえるなんて……。眼福、眼福。これはいいものを見せて貰もらったわ」

『ノーブルウィンド』から中ちゆう継けいされた映像とデータに、アーネチカはすっかりご満まん悦えつの様子だ。

「まぁ実際にはメリグナントクラフトは、インフレーションによって解放された真空のエネルギーで破壊された訳じゃないんだけどね。彼らも僕たちと同じく通常の手段では破壊できない。真空のインフレーションそのもので破壊したわけだ」

　ヒュージンは何度も肯きながらそう解説する。

「これで私たちの存在を確かめようと母船が出てくるはずです」

　ティセがＥＳフレームのブリッジへそう言ってきた。

「危険なので、私の方へ来て下さい」

　その時だ。アイシャが叫ぶ。

「来ました。ティセさま。メリグナントクラフト母船。全長は七〇〇キロ程度かと推測されます」

　その報告にアーネチカは口笛を吹ふく。

「最大級の小しよう惑わく星せいサイズね。ここまで来た甲か斐いがあったというものだわねぇ」




「広大、一気に飛び込みます。いいですね」

「あぁ、分かってる」

　広大はサテライトを握にぎりしめて答えた。『グロリアスドーン』と『トランクルナイト』は、『アウグストダスク』が『夕暮の輪唱』発動準備をしている間も、メリグナントクラフトが集結している地点へ向かっていた。あと数秒の内には、その空域に出現するはずだ。

「メリグナントクラフトですが、五体、いえ六体ほどが『夕暮の輪唱』から逃のがれています。母船がメリグナントクラフトを収容しつつ、こちらへ接近してきます」

　アイシャからの報告と共に、その母船の映像が『グロリアスドーン』にも届いた。

「こいつもメリグナントクラフトなのか」

　一目でそれと広大が分かるのも当然だろう。それはやはり巨きよ体たいに相応ふさわしいチェーンソーを装備していたのだ。しかしフォルムはｂｉｏクラフトや、オーグメントクラフト、小型、中型のメリグナントクラフトとは異なり、流線形でどこか生物的。ひと言で言ってしまうならば、まるでノコギリザメを思わせる姿をしている。

「あははははは！」

　突とつ然ぜん、哄こう笑しようが響ひびき渡わたる。それは通信用立体映像を通して『トランクルナイト』から飛び込んできた。そうティオのものだ。

「出てきたわね。いよいよ！　ティセ、アイシャ。手出しはしないでよ、あいつは私が始末するわ！」

　ティオがそう言うなり、『トランクルナイト』は通常空間へ出現。そのままメリグナントクラフトの母船へと襲おそいかかっていく。

「ティオ！」

　広大が声を掛かけてもティオは答えなかった。そんな広大に振ふり返りティセは言った。

「大だい丈じよう夫ぶです。広大。ティオならあの程度のメリグナントクラフトには負けません。私は妹を信じます」

「……そうか」

　ティセがそう言うのなら広大も信じるしかない。

「通常空間にでました。メリグナントクラフト接近中」

「よし、行くぞ。ティセ」

「はい、広大」

　ティセが答えると同時にＥＳフレームから移ってきた恵子とアーネチカ、そしてヒュージンがキャビンに入ってくる。

「お～～、始まってる始まってる」

　三次元情報のリミッターがかけられているモニターでは、襲いかかってくるメリグナントクラフトが映し出されていた。

「ＥＳフレームはパージしなくてもいいの？」

　接続シートに歩み寄り、そう尋たずねるアーネチカにティセは答えた。

「チェーンソーにドリルの素す晴ばらしさを思い知らせてやらなければなりません」

「あぁ、そう」

　さすがのアーネチカも呆あきれた顔をする。もっともＥＳフレームを解除すると、周辺データのリミッターも解除され、広大の意識に厖ぼう大だいな三次元情報が流れ込む。そうなると広所恐きよう怖ふ症しようの広大はまともに『グロリアスドーン』を操作できなくなるのだ。

「大丈夫ですよ、あーちゃん司令！」

　制せい御ぎよデッキの上から広大は答える。

「ＥＳフレームは充じゆう分ぶんに戦えます。凄すごいですよ、これ」

　外部の状じよう況きようを表示している立体映像では、メリグナントクラフトのチェーンソーを受け止め、それを徐じよ々じよに押おし返し、砕くだき始めるＥＳフレームのドリルが映し出されている。

「にゅふふ、うれしい事言ってくれるじゃないのさ。そう何しろドリルだからね」

「はい、ドリルは素晴らしいものです」

　ティセは肯うなずいてそう言った。




　小型、中型のメリグナントクラフトを無視してティオは『トランクルナイト』を母船タイプへと向けていた。小型、中型は『グロリアスドーン』や『ステディレクブレイション』そして『オネストホワールウィンド』に任せておけばいい。

　ティオのその行動に桜子も何も言わず、ただ大おお鎌がまのサテライトを振り上げた。

「行くわよ、桜子！」

「ええ、ティオ」

　母船タイプのメリグナントクラフトもただ手を拱こまねいていたわけではない。船首のチェーンソーを振り立てて向かってくる。しかしティオはその反応を嗤わらう。

「あはははは!!　デカ物ブツが！　鈍にぶいのよ！」

『トランクルナイト』はチェーンソーをかいくぐり、後部へ回り込もうとする。その目の前に出し抜ぬけに小型メリグナントクラフトが数体現れる。母船に搭とう載さいされていたもののようだ。

「桜子！」

「分かってる！」

　ティオの呼びかけに桜子はサテライトを振るう。それと同時に『トランクルナイト』は小型メリグナントクラフト数体を一気に斬きり捨てる。そしてその勢いのまま、鎌のような次元衝角を母船へと突つき立てた。

　そのまま一気に母船を切り裂さこうとした桜子だが、何かの衝しよう撃げきを受け『トランクルナイト』と連動しているサテライトが動かなくなる。

　これは……。

「ティオ、内部に搭載されている小型のメリグナントクラフトが、次元衝角を押さえ込んでいるらしいわ」

『トランクルナイト』の状態を、サテライトが解かい析せき、桜子の感覚へフィードバックしてくる。サテライトは何か振しん動どうするものが、大鎌を押さえ込んでいる事を伝えていた。

「うふふふ、じゃあ一気に行きましょうか。桜子」

　振り返り笑うティオに桜子は肯うなずいた。

「そうね。面めん倒どうだわ、一気に行きましょう」

　接続シートのティオは前を向いて言う。

「抜ドロウ刀イング！」

『トランクルナイト』の大鎌状次元衝角が光に包まれる。

「『宵闇の斉唱ナイトユニゾン』!!」




　突とつ然ぜん、光の刃やいばが広がり、それが波打つように広がっていく。小しよう惑わく星せいほどもあるメリグナントクラフトの母船は、あっという間にその光の波へ呑のまれ消えていく。

　近くにいた小型、中型のメリグナントクラフトも同様だ。

「まったく、ちょっとは加減てものをしろよ」

　ＥＳフレームのドリルでメリグナントクラフトを貫つらぬき、広大はそのまま『グロリアスドーン』を退たい避ひさせる。

「残りは？」

　最初から居たメリグナントクラフトは『グロリアスドーン』『ステディレクブレイション』『オネストホワールウィンド』に倒たおされている。新たに母船から発進したメリグナントクラフトも『宵闇の斉唱』に巻き込まれて消しよう滅めつしていた。

「全ぜん滅めつさせたか？」

　アンリがほっとしたようにそう言った。その時だ。アイシャが叫さけんだ。

「まだ一体、残ってます！」

　一体のメリグナントクラフトが、銀河間空間の方へ逃とう走そうを始めている。接続シートに着いたティセは、困こん惑わくしたように激しく両手をぱたぱたさせて言った。

「困りました、困りました。逃にげられるのは非常に困ります」

「いいじゃねえか、たかが一隻せき。放っておけよ。もう何も出来ないだろう。それに俺は逃げる相手に後ろから仕し掛かけるのは趣しゆ味みじゃねえんだ」

「そんな事を言ってる余よ裕ゆうはないぞ」

　そういうアンリを制してやにわに聞き慣れない声が響ひびく。あの赤い三本衝角。オネストホワールウィンドだ。今までひと言も発しないまま戦っていたオネストホワールウィンドが出し抜けにそう言ってきたのだ。

「あれがより大きな本隊に合流して、この情報を伝えたら大変な事になる」

　映像はない。声だけだ。しかしその声からは強い説得力を感じる。

「分かってます」

　ティセはそう答えると広大の方へ振ふり返る。

「この状態で一体のメリグナントクラフトを確実に狙ねらえるのは私たちだけです。『黎明のドーン合唱コーラス』発動直前にＥＳフレームを解除します。広大はメリグナントクラフトに集中してください」

「うん」

　状じよう況きようがよく分かっているとは言い難がたい。それでもティセやオネストホワールウィンドの様子からして、あのメリグナントクラフトを逃がすと大変な事になりそうだと推測できた。

　短たん剣けん型サテライトを握にぎる広大の手に汗あせがにじむ。

　データリミッターが掛かけられたままの情報が広大の意識に流れ込む。メリグナントクラフトは徐じよ々じよに加速。チェーンソーを回転させて、超ちよう光こう速そく飛行へ移ろうとしていた。

「ＥＳフレーム解除」

　ティセがそう言った瞬しゆん間かん、広大は足あし腰こしから力が抜け、そのままへたり込みそうになる。周辺空間の三次元データが一いつ斉せいに広大へ流れ込んできたのだ。普ふ通つうの人間でも戸と惑まどう情報量だ。広所恐きよう怖ふ症しようの広大は立っているのもやっと。しかしその状態でも広大は、飛び去ろうとしていくメリグナントクラフトに意識を集中していた。逆に集中していれば集中するほど、恐怖感が薄うすれていくのが広大には有り難かった。

「抜刀ドロウイング」

　ティセの声と共に広大はサテライトを振り上げる。

「『黎明の合唱ドーンコーラス』!!」
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　ＥＳフレームを解除、短剣型の本体を現した『グロリアスドーン』から黄金の光が刃となって虚こ空くうを奔はしる。それは一瞬でメリグナントクラフトに達して、それを光の粒りゆう子しへと変えてしまった。




「……ふう」

　メリグナントクラフトが消滅したのを確認すると、広大は制せい御ぎよデッキに座り込んでしまった。すでに『グロリアスドーン』との接続は切断されているが、今までの緊きん張ちようから一気に気が抜ぬけたのだ。

「全滅です。この空域に出現したメリグナントクラフトはすべて消滅しました」

　アイシャがそう言ってきた。

「よしよし、みんな頑がん張ばったね。あーちゃん司令はうれしいよ」

　アーネチカはうんうんと肯うなずきながらそう言ったが、納得のいかない人間もいるようだ。

「それはいいんだけどよぉ」

　そう言ってきたのはアンリだ。

「そもそもあのチェーンソーの化け物は何だよ。ｂｉｏクラフトでもない、オーグメントクラフトでもない。単なる敵と言われてもなぁ……」

「メリグナントクラフトは敵だ」

　再びオネストホワールウィンドがそう言ってきた。

「メリグナントクラフトは我々ｂｉｏクラフトの、そして君たち地球人の敵だ。恐おそろしいと思うなら、今の内に手を引け。それが君たち地球人の為ためだ」

　そう言うや否いなや、深紅の三本衝角は加速を始め、その場を去っていった。

「おい、あんた……」

　広大が呼びかけてもオネストホワールウィンドは答えようとはしなかった。

「少し時間がありますか？」

　やにわにティセがそう言った。誰だれもその意図が分からず、答える事が出来ない。ティセは接続シートに着いたまま、目ま蓋ぶたを閉じ空を見上げるようにして繰くり返す。

「皆みなさん、少し時間はありますか？」

　広大に限らず、みなティセの様子がいつもと少し違ちがう事に気付いていた。尋たずねてはいるが有無を言わさぬ調子がある。

「皆さんに、お話ししたい事があります。ちょうど近くにその説明に適した惑わく星せいがあります」

「ティセさま!!」

　ようやくティセの意図に気付いたのか、アイシャがそう声を上げた。しかしティセは自分の意思を翻ひるがえす事はなかった。

「大だい丈じよう夫ぶです。責任は私が取ります。それに私は皆さんにも知っておいて貰もらった方がいいと思います」

　そしてさらに繰り返す。

「皆さん、少し時間はありますか？」

「あ、あぁ」

　戸惑いながら広大は答えた。そしてそれに反対する者はいなかった。
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「はい、そうです。今いま頃ごろは三角座Ｍ33銀河にいるはずです。いやぁ、二五〇万光年ですからね。笑っちゃいますよね」

　内うち山やま田だは電話の向こうの相手にそう言った。

「ええ、分かってます。何しろ彼らは、自ら好きこのんで進化の袋ふくろ小こう路じに入り込んだようなもんですからね。結果的にどちらがいいのか、僕のような俗ぞく物ぶつには分かりませんよ。……はい、それではまた報告します」

　そういうと内山田は携けい帯たい電話の通話を切った。




　それは何の変へん哲てつもない恒こう星せい。地球が巡めぐる太陽と同じＧ２Ｖ型スペクトルを持つ。その恒星の周囲を公転する、やはり何の変哲もない岩石質の惑星。この恒星があるＭ33が宇宙全体を見み渡わたしても、やはり何の変哲もない銀河である事を考えると、この惑星はごくありきたりの存在とも言える。

　敢あえて特とく徴ちようを上げれば、この惑星はある種の生物が生育可能な環かん境きようを維い持じしているという事だろうか。

　そう、この惑星は地球人が生活する事が可能な環境を整えていた。しかしｂｉｏビオクラフトはこの惑星への接近、降下を拒きよ否ひする事に決めていたのだ。もっともＭ33のこの惑星へ接近した地球人が居なかった為、その決定自体、大した問題となる事はなかった。

　その惑星に数すう隻せきのｂｉｏクラフトが地球人と共に降下したのだ。




「ちょっと寒いかな」

　アンリは周囲を見回して言った。

「そうねえ。寒いというよりは、空気が薄うすい感じかしらね」

　恵けい子こも少し震ふるえながら肯く。

「気温は一八度前後。気圧は〇・八五気圧という所でしょうか。少し風が吹ふいているのと、日本が暑かったから、余計に寒く感じるのかも知れませんわね」

　アイシャはそよ風に黒くろ髪かみをなびかせ頭を巡らせる。その先には広がる海原が見えた。皆が立っているのは海を臨む広い砂すな浜はまの一角だ。ティセはこの惑星の砂浜へ皆を誘さそったのである。

　ティセやアイシャはもちろん、ティル、ティオ、そしてビュート、ヒュージンもこの惑星の事は知っていたようだ。しかし広こう大だいたちが尋たずねても、言葉を濁にごすだけで、詳くわしい事は教えてくれない。

「ほぉ、こりゃ絶景だね」

　砂浜に立ったアーネチカが額に手で庇ひさしを作り、空を見上げる。地球で言うと時刻は夜明け直後だろうか。恒星の光は地球における太陽よりも弱いようだ。まだ空は薄く青いのは地球と同じ。しかし薄い青を背景に、無数の煌きらめきが渦うずを巻き天空を支配しているのだ。この惑星はＭ33の銀河平面よりもやや離はなれた位置にあり、しかも間に視界を遮さえぎる暗黒星雲などはない。

「確かにこれはすげえなぁ。……写メ撮とってもいいかな？」

「まぁ写真くらいなら問題はないでしょう」

　アンリに聞かれてビュートはそう答えた。

「で、なんであんたはそっちを見てるのかしらね？」

　そう言う恵子の視線の先には広大がいる。広大は海へ背を向け、陸地の方へ目を向けていた。広所恐きよう怖ふ症しようの広大にしてみれば、広々とした海とその上に広がる銀河の絶景は、感動どころか足がすくむ思いなのだ。伊だ達て眼鏡のフレームが視界に入ったところで、焼け石に水である。

「いやぁ、でもこういう景色も悪くないと思うんだが」

　砂浜のすぐ側そばには、妙みような形の小山が連なっている。自然に出来た山にしては、幾何学的な形状をしており、整然と並んでいるのだ。確かに不思議な景色ではあるが、どこかで見たような気がしないでもない。

「でも、大おお空ぞらさん。この山、何か恐こわい感じがしませんか？」

　静しず花かが横に来てそう言った。

「うん、言われてみれば……」

「なんかでっかいお墓みたいよねえ」

　恵子も肯うなずく。

「それで、ここで何を話したいというのかしら？」

　桜さくら子こは波打ち際ぎわで、波と追いかけっこしているティセに向かってそう言った。桜子にそう言われて、ティセはハッとして我に返り、砂を踏ふみしめてみなの所へ戻もどってくる。

「波と戯たわむれていて、我を忘れてしまいました」

　ティセにそう言われても、冗じよう談だんなのか本気なのか桜子は判断できない。

「いいの、ティセ？」

　ティオが厳しい表情でそう言うが、ティセは妹に手を差し伸のべるようにして答えた。

「構いません。姉が何か言ってきたら、すべて私が責任を取ります」

　珍しくティオは心配げな表情を浮うかべている。ティルも何か落ち着かない様子で、周囲をきょろきょろと見回すだけだ。

「様子が変だよな」

　広大がそうつぶやく。確かにビュートやヒュージンもいつもと違ちがうようだ。

「この惑わく星せいへ降下する事は、イモータルヌーンが禁止してます」

　ティセは小山の方へ歩き出しながら言った。その話はこの惑星へ降下する際にも聞いていた。広大たちはただティセに付いていく事しかできない。

　足下の砂は非常にきめ細かく、さらさらしている。歩いているだけでくるぶしまで埋うもれ、靴くつの中にも砂が入ってきてしまう。

「生き物がいない……」

　先程から気になっていた事を広大が口にする。空気も水もある。しかし生き物の姿はまったく見えない。惑星へ降下する時、あちらこちらに緑が見えた事からして、植物は存在しているのは確実だ。だが動くものの影かげは、広大たちだけ。虫の姿さえない。

　ｂｉｏクラフトは地球人に対して、生活可能な惑星をいくつか紹しよう介かいした。その多くには地球のものとは異なる植物や動物がいた。しかしそれらは進化のごく初期の段階にいるものがほとんど。高等生物とは接せつ触しよくしていないが、地球人が生存可能でありながら、ここまで生命の存在を感じさせない惑星はなかったはずだ。

「あ……」

　静花が小さく悲鳴を上げて、足下に手をやる。慌あわててティルが静花の許もとへと駆かけ寄っていった。

「大だい丈じよう夫ぶ、静花？」

「うん、大丈夫。何か踏んだみたい……。あれ、これ……。うわぁ、綺き麗れい！」

　砂の中から顔を出したそれに、静花は歓かん声せいを上げて手に取った。半はん透とう明めいの綺麗な涙るい滴てき形の物体。ちょうどビー玉くらいの物体だが、弱い陽光を受け見事な煌めきを放っており、ガラスとも思えない。

「へえ、凄すごいわね」

　覗のぞき込んだ恵子もそう言った。桜子も静花の手の中にあるそれに目をやるが、その表情は見る間に厳しくなる。

　明らかにガラスではない。ダイヤモンドや何かの宝石だろうか。そして綺麗な涙滴形。

　自然に出来たものか？　桜子の表情にはそんな疑問が浮かんでいた。

　それと同時に、広大も砂の中で足を止めていた。

「これは……」

　整然と並ぶ小山の列。小山と小山の間には、十数メートルほどの空間があり、それが砂すな浜はまから陸地の奥おくへ一直線に延びている。また小山はいくつかまとまっており、その間はやはり何もない平へい坦たんな空間があるのだ。

　これは、間ま違ちがいない。どこかで見たような気がするのも無理はない。東京生まれ、東京育ちの広大は、よく見かけている光景なのだ。

　慄りつ然ぜんとする広大とは対照的に、アーネチカは平然とした顔で、ティセに尋たずねた。

「ねえ、グロリアスドーン。ここ都市でしょ？　多分、大昔の都市の遺い跡せき」

　空気を読まないというか、大変な発見にも拘かかわらず、アーネチカは明日の天気予報を確認するかのように尋ねたのだ。そして答えるティセも同様にマイペースであった。

「はい」

　一いつ瞬しゆん、静まりかえる。最初に我に返ったのは広大、そしてアンリだった。

「ちょ、ちょっと待てよ。ティセ！　地球人は今までｂｉｏクラフト以外の知的生命体の痕こん跡せきを発見して居ないんだぞ！」

「おお、すげぇ～～！　もしもそうなら大発見だ！」

「私たちは知ってました」

　興奮する広大とアンリにティセはいつもの調子で答えた。

「な～～る、イモータルヌーンはこれを隠かくしていたのか」

「これをというか、これもだね。アーネチカ」

　そう言うとヒュージンはティセへと視線を向ける。

「説明して宜よろしいですか？　我が女王クイーン」

　ティセは満足げに両手をぱたぱたさせる。

「そうしていただけると有り難がたいです。私は具体的に説明が苦手です」

「そうですか。では僭せん越えつながら」

　芝しば居い掛がかった態度で一つ咳せき払ばらいをするとヒュージンは口を開いた。

「この惑星には二五〇万年ほど前、有る意味では現在の地球人を凌しのぐレベルに達した文明が栄えていたんだ。この都市は数千年前まで凍結した海の底に沈しずんでいた為ため、このように形状だけはまだ残っている」

　偶ぐう然ぜんなのだろうか、ちょうどこの惑星の末期に発せられたＭ33銀河の光が、地球に届いている計算になる。

「じゃあこれは、ひょっとして……」

　静花が涙滴形の半透明の物体をかざして尋ねる。

「ああ、ダイヤモンドだよ。何かの装置のパーツか、アクセサリーか。それは今となっては分からないけどね。ダイヤモンドの所だけ残ったんだろうね」

　そういうとヒュージンは腰こしをかがめ、手を伸のばすと足下の砂を無造作にかき回した。砂の中から手を取り出すと、そこには静花が見つけたものと同じような物体が二、三個握にぎられていた。

「ほら、まだある。どうやらこれはアクセサリーじゃなくて、何かの機械のパーツだったんだな。砂や水に洗われて、ダイヤの部分だけ残ったんだ」

「私たちｂｉｏクラフトがこの惑わく星せいを発見した時には、すでにこの文明は滅ほろんでいました」

　ティセはそう言った。

「滅ぼしたのは、まさかあのチェーンソー？」

　尋ねる広大に、ティセは頭を振ふる。

「いいえ、普ふ通つうに滅びました」

「普通にって……」

　ティセのその答えに、尋ねた広大はもちろん恵子、桜子、静花は顔を見合わせる。しかしさすがにアーネチカは察しが付いたようだ。

「なるほど、文明の寿じゆ命みようってものね」

「文明の寿命……？」

　広大に答えてヒュージンは言った。

「そうそう、文明の寿命だよ。一個の生物と同じく、文明も無制限に生き延びられるわけじゃない。でもね、君たち地球人が想像するように、戦争や環かん境きよう破は壊かいで滅びる文明はほとんどない」

「じゃあ何が……」

　尋ねる広大に、ヒュージンは空を指さす。

「空間だ。距きよ離りの暴ぼう虐ぎやくが文明を滅ぼす」

「あ～～、そう言えばこの惑星には地球の月程度の衛星はなかったわね。それに岩石質の惑星も、この星系ではここ一つだけ。後は小惑星規模だったわ」

　アーネチカの指し摘てきにヒュージンは肯うなずく。

「そう。それにもっとも近い恒こう星せいまで百光年弱はある。この惑星はいわば宇宙の離はなれ小島だ。さて、ここで質問だ。この惑星で文明が発達して、周囲の天体との距離が分かった時。この惑星の知的生命体は何を感じたと思う？」

「分かんねえよ、そんな事……」

　アンリは唇くちびるを尖とがらせてぶつくさ言うが、桜子は足下の砂を一ひと握にぎりつかみ取り答えた。

「……多分、絶望」

　そして天空で渦うずを巻く煌きらめきを見上げて続けた。

「すぐ側そばにあると思ったものが、実は手を伸ばしても届かない所にある。そこに行くまでの足がかりもない。途と方ほうもない距離を乗り越こえて、誰だれかが来るのを期待するしかない。でも年月が経たつにつれてそれもないと分かると……」

　桜子の手の中からさらさらと砂が舞まう。

「あとは絶望しか残らない……」

「そうだね」

　ヒュージンは肯いた。

「文明の存続において、その距離と空間に対する絶望が天敵なんだよ。文明の寿命に対して、宇宙は余りにも広い。広すぎる。同じ恒星系内だけでも、気が滅め入いるほどに広いからね。大たい抵ていの文明は惑星間飛行段階で滅びる……」

「にゅふふふふふ……」

　ヒュージンがそこまで言うと、アーネチカがやにわに場ば違ちがいな笑えみを浮うかべる。

「気持ち悪い笑い方やめてくれませんか？」

　思い切り嫌いやそうな顔をして桜子が言うが、アーネチカは平気な顔だ。

「いやいや、ちょっと合点がいったことがあってね。ヒュージン、続けて続けて」

　ヒュージンはパートナーの様子に嘆たん息そくすると、言われたとおりに話を続けた。

「たとえその段階を越えても、メリグナントクラフトに滅ぼされる。連中は生命がある惑星なら、恒星ごと破は壊かいしかねないからなぁ。まぁメリグナントクラフトも無む尽じん蔵ぞうに数がいるわけでもないし、そう簡単には見つからないけどね」

「地球人の敵っていうのは、そう言う意味か……」

　オネストホワールウィンドの言葉を思い出して広大はつぶやいた。

「あ、ティセさま。危ないですよ」

　アイシャが思わずそう声を掛かける。ティセはとたとたと砂を蹴けり立て、近くにある小山へ駆かけ寄っていったところだ。広大も近寄ってみるが、よくよく観察してみると、確かにこれが何かビルのような建物だったと分かる。いくつかの異なる材質が組み合わされているようで、石灰岩のような白い壁かべの間から、少し灰色がかった骨組みが覗のぞいているのが見える。しかし材質はコンクリートでも鉄骨でもないようだ。もっとも分かるのはその程度で、この惑星に文明が栄えていた頃ころ、この小山がどんな姿をして、どうような用途に使われていたのか想像も付かない。

「この惑星の文明は、どんなものだったのかな……」

　素直に疑問を口にする広大にティセが答えた。

「分かりません」

　そう言いながらティセは小山の壁にそっと手を触ふれる。

「この惑わく星せいに、生命があふれていた頃には、ここにも色々な歌があり、色々な人たちが毎日を生きていたのでしょう。でもそれを覚えている人はもう誰もいません。この広い宇宙の中でも、誰もいないのです」

　そして広大へと振ふり返るとティセは言った。

「私はそれが堪たまらなく悲しいのです」

　いつもと同じ表情。いつもと同じ口調。しかしその言葉が嘘うそでない事は、広大には痛いほどによく分かった。

「私たちｂｉｏクラフトは文明の守護者です。文明を観察、調査、記録して、後世の他ほかの文明へ伝えていくのが、私たちｂｉｏクラフトの最終的な、そして本来の存在意義です」

　出し抜けにティセはそう言った。

「ティセさま！」

　ティセのその言葉にアイシャは慌あわてる。

「それはイモータルヌーンの許可がないと話してはいけないと……」

「私は広大には知っておいて欲しいのです。広大とみんなに知っておいて欲しいのです」

　両手をぱたぱたさせ不服を表現しながらティセは言う。

「それともアイシャは、広大やみんなが信用できませんか？」

「それは……、そうですが……」

「いいじゃないの」

　やにわにそう言うのはティオである。

「ノーブルウィンドは、結局ティラの味方なんでしょ？　いいのよ、今からでも向こう行っても」

「トランクルナイト！　いくら貴方でもその言葉は……」

　険悪になり始めた二人の間に、慌ててティセが割ってはいる。もっとも両手をぱたぱたさせながら、しばし二人の間を行ったり来たりしているだけ。ようやく落ち着いてから、ティオとアイシャ、交こう互ごに手を差し伸のべるように言う。

「駄だ目めです。いけません。ケンカはいけないと思います。悲しくなります」

「……そうですわね。すいません。ティセさま」

　アイシャは素直に引き、ティオは不服そうに頭を掻かき、ため息をつくだけだった。

「まぁあれだね。一つの文明が、他の文明と接せつ触しよくしないまま滅ほろぶと、その文明で発見された技術、概がい念ねんはまったく無意味になる。だから僕らがそれを仲ちゆう介かいして他の文明に伝えていこう。まぁ、そういうもんだよ」

　さすがにと言うべきか、ヒュージンの説明はあくまで実利最優先だ。

「じゃああなた方は、他の文明の情報を持っているはずよね。それを公開しないのはなぜ？」

　桜子はそう尋たずねるが、ヒュージンから返ってきたのは、有る程度、予想通りの回答だった。

「情報は劇薬だ。特に技術はね。君たちもそれは良く分かっているだろう。それとギブアンドテイクだ。僕らに協力してくれれば、より高度な情報、科学技術を与あたえよう。それを元に人類がさらに発展してくれればいい。それも僕らの目的だよ」

「ある文明の成果を後世の文明へ伝えていけば、より高度な文明へと発達する事になります」

　ヒュージンの言葉を受け継つぎティセは言った。

「最終的には、この宇宙の有様さえ変えてしまうような文明が生まれるかも知れません。しかしメリグナントクラフトは、それを邪じや魔ましようとしています」

「文明の破は壊かい者しやってところか……」

「ま、そんなに単純じゃないけどね」

　感心してそうつぶやくアンリを、ティオが皮肉って見せる。一時むっとしたものの、アンリもそれ以上言い返すほどに子供ではない。

「以上が私たちが地球へ来た目的、そして皆みなさんと契けい約やくした目的です。そしてそれを邪魔しようとしてるのがメリグナントクラフトです」

　ふぅと広大はため息をつき、かつて建物だった小山の間から覗のぞく狭い空を見上げる。

　余りに壮そう大だいすぎてピンと来ない。理解できない。それが率直な感想だ。しかし一方で素す直なおに受け入れられる事もある。

　この惑星に住んでいた人、この惑星で起きた事、それを覚えている存在は、広い宇宙を探しても誰もいない。全て忘れ去られてしまった。それは堪らなく悲しい事だ。

　そんなティセの感情は痛いほどに理解できる。

「そういう事なら……」

　静花が口を開いた。

「私はティセやティルたちに、出来る限り力を貸したいと思います」

「静花ちゃん？」

　広大が目を向けると、静花は一つ力強く肯うなずいた。

「私たちが、同じような事になったらやっぱり悲しいです。誰だれの記き憶おくにも残らない。誰からも忘れ去られてしまうというのは、悲しいと思います。だからティルたちに……」

「わ～～い、ほんと静花！」

　周囲の雰ふん囲い気きに呑のまれていたのか、これまで黙だんまりを決め込んでいたティルが静花の首に抱だきつく。

「ずっと一いつ緒しよだよ、静花!!」

　そんな二人とは対照的な、冷たい声が響ひびく。

「私は御ご免めんだわ」

　そう言ったのはティオである。

「ｂｉｏクラフトの存在意義なんてどうでもいいの。私は、私を陥おとしいれたメリグナントクラフトと、ティラに目にもの見せてやるの！　それだけが目的よ……！」

　憤いきどおりをぶつけるティオに応こたえて桜子も言った。

「そうね。私も正直、そんな壮大な目的なんてどうでもいいわ。私はティオの願いを叶かなえる。それだけよ……」

　その桜子の口調に広大は、おやと思い目を向ける。どこか言葉から迷いのようなものを感じたのだ。そんな広大の視線に気付いたのか、桜子は慌あわてて目をそらした。

「まぁまぁ、そういう事はじっくり考えましょう。それに静花ちゃんの都合もあるから、そろそろ帰らないとね。但ただしその前に……」

　アーネチカがティオとティルの手を取り、むりやり握あく手しゆさせようとした。

「にゅふふふふふ、実はね。ＥＳフレームにお菓か子しや飲み物を積んで来たのさね。この前はトランクルナイトが来れなかったから、帰り道で親しん睦ぼく会かいのやり直しをしようと思ってね。メープル味のワッフルもあるさね♡」

「ほんと!?」

　好物を出されてティルはパッと顔を輝かがやかせた。

「まったく、食い意地が張っているんだから！」

　ティルの手を振ふり払はらおうとするティオに向かってアーネチカは囁ささやいた。

「チョコミントのアイスクリーム」

「……え？」

　その単語にティオは思わず硬こう直ちよくする。

「チョコレートクリームがたっぷり掛かかったドーナツ。チョコクレープ。もちろんチョコレートドリンク。それだけじゃない！　大おお盤ばん振ぶる舞まいでチョコレートフォンデュも用意してあるさね!!」

「ちょ、え？　え……？　あ、その……。ええと、桜子！　あなた、こいつに私の好物教えたの!?」

　桜子に向かってティオは思わず声を張り上げた。

「ええ、教えたわよ。でもそれが何か？」

　何を隠かくそうティオはチョコレートが大好物なのである。

「だって、ほら。私はチョコが好きだし……」

　決けつ壊かいしかけているティオの理性にアーネチカは駄だ目めを押おす。

「親睦会に来ればチョコ食べ放題。来ないと当然、何もなし。にゅふふふふ、どうかね。トランクルナイト？」

「わ、分かったわよ！」

　一応、ティルとアーネチカの手を振り払ってからティオは言った。

「言っておくけど、私はチョコの為ために行くんだからね。別に親睦会に行くわけじゃないのよ！　それははっきりさせておいて貰もらうわよ!!」

　必死に反論するティオに、広大や恵子、静花にアンリも笑いを洩もらす。桜子さえも苦く笑しようを浮うかべたほどだ。

　笑いながら広大は気がつく。

　この惑わく星せいで笑い声が聞こえたのは、実に二五〇万年振りなのだ。

　恐おそろしいまでの時間。しかしｂｉｏクラフトは、その千倍以上の時間の中を生きてきたのだ。

　文明を伝えていくのがｂｉｏクラフトの存在意義、目的とティセは言った。しかしそれならばｂｉｏクラフトはいつ、どこで生まれて、そしてどこへ行くのだろうか。

　ティセには、まだ何か話していない事があるのだろう。広大はそれを詮せん索さくするつもりはなかった。いずれ話してくれる時が来る。ティセがそう判断してくれるまで待とう。

　広大はそう考えていた。

「広大」

　心中を見み透すかされたようなタイミングで、ティセから声を掛けられた広大は、思わずハッとする。しかし次の瞬しゆん間かん、その緊きん張ちようは見事なまでに崩くずれ去った。

「メープルシロップやチョコレートよりも、オレンジマーマレードの方が素す晴ばらしいですよね？」

「はい？」

　確かにティセはオレンジマーマレードが好きだ。しかしやにわにそう聞かれても、広大はポカンとするしかない。しかし妹たちの反応は素早かった。

「え～～、だってオレンジマーマレードは苦いもん！」

　ティルが唇くちびるを尖とがらせると、ティオが横から口を挟はさむ。

「だからあんたは子供だって言うのよ。ちょっと苦みがあるくらいが甘あまみが引き立つの。でもオレンジマーマレードよりチョコレートの方がおいしいに決まってるけどね」

「駄目です、いけません。オレンジマーマレードは素晴らしい。具体的に素晴らしいのです」

　ティセは両手を激しくぱたぱたさせ妹たちに抗こう議ぎする。しかしそんなティセは何か楽しそうだ。

「メープルシロップ！」

「チョコレートに決まってるじゃないの！」

　甘いものというのは共通しているのに、どうやら姉妹の間では妥だ協きようの余地はないようだ。にらみ合う姉妹を見て恵子が笑った。

「小鳥、子犬、仔こ猫ねこ、三大小動物Ｍ33銀河最大の決戦ね！」




　そして現在、隆りゆう盛せいを極きわめる都市。アメリカ合衆国イリノイ州シカゴ。
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　そこにあるＨＥＬＬＯ本部の代表室で、サウザンドメイズィスは何枚かの写真を、ＨＥＬＬＯのロング代表に見せていた。

「なんだ、このチェーンソーは？」

　ロングが呆あきれるのも無理はない。それはよく見かける園芸用のチェーンソーに似すぎていた。そのチェーンソーがｂｉｏクラフトのボディに取り付けられているのである。

「ドリルの次はチェーンソーか。次は何だ、スパナかバールでも出てくるのか？」

　ロングの皮肉にサウザンドメイズィスは、やはり皮肉な笑えみを返す。

「そりゃ最高だ。今度、準備しておくよ」

　それが冗じよう談だんなのか、それとも何か含ふくみのある言葉なのか、計りかねたロングは黙だまり込んでしまう。

「でもこれは本当の事だよ」

　サウザンドメイズィスは、テーブルの上にあるメリグナントクラフトの写真を見やりながら言った。

「イモータルヌーンは、こいつらメリグナントクラフトとｂｉｏクラフトの戦いに、地球人を巻き込もうとしてるんだよ……」







テキストＲａｄｉｏグロリアスドーン

お嬢じようさまで遊ぼう





ティル　　「わ～～い、今回は静しず花かがゲストだね!!」

静花　　　「え、え、え？　あ、あの私……、何か悪い事してしまいましたか？」

広こう大だい　　　「いや、別に悪い事したからここに出てくるわけでもないんだけど」

恵けい子こ　　　「そうそう、あなたはここん所、妙みようにキャラが立ち始めてるからねえ」

アイシャ　「なんか、恵子の言い方ですと、引っかかりますわねえ」

広大　　　「放課後に体育館の裏に来いって感じだよな」

ティセ　　「体育館の裏は具体的に狭せまいです。塀へいしか有りません」

広大　　　「うん、うちの学校は狭いからな。って、そう言う話じゃなくて……」

静花　　　「あの、お気に障さわられたようなら、申し訳ありません」

恵子　　　「いや、だから別に悪い事はしてないんだから、謝る事はないんだって。適当に自己紹しよう介かいとかしてくれればいいのよ」

静花　　　「自己紹介と言われましても、別に私は特技もありませんし。ごく平へい凡ぼんな女の子ですから……」

恵子　　　「全然、平凡じゃないって」

静花　　　「そうですか？　私、お友達とか少ないから、皆みなさんが普ふ段だんどういう生活をしているのか、よく分からないんです」

恵子　　　「うわ、来た来た！　箱入り宣言」

静花　　　「えっ!?　そうなんですか!?」

ティル　　「それにね、静花のおうちはものすごく大きいんだよ！」

広大　　　「あぁ、広かったなぁ。花か壇だんは広いし、ガレージには高級車がずらりと並んでいるし。それにプールやテニスコートまであったしなぁ」

恵子　　　「うわ、なにそのブルジョワ!?」

静花　　　「そんなブルジョワだなんて。別に普ふ通つうですよ。プールだってテニスコートだって一面しか有りませんし……」

広大　　　「……はぁ」

静花　　　「プライベートの乗馬場もお屋や敷しきの中にはありませんし。お父さまはゴルフコースを造りたかったようですが、さすがにそれが入るような敷しき地ちでもありませんから」

恵子　　　「うちはお父さんが、庭先でパットの練習するのが限界なのよ」

静花　　　「じゃあグリーンはあるんですね」

恵子　　　「ないない。きっと私の家全体がそっちのお部屋に入っちゃうわよ」

ティセ　　「確かに応接室と、広大の家の敷地面積は、ほぼ同じくらいでしたね」

広大　　　「ああ、恐おそろしい事にな」

ティセ　　「なぜ広大の家は広くありませんか？」

恵子　　　「それはあれよ。広大が広所恐きよう怖ふ症しようだから！」

ティセ　　「なるほど、それは難なん儀ぎですね」

静花　　　「そうだったんですか。でも庭を木立で区切ったり、お部屋をパーティションで仕切ったりすればいいと思います。なんでしたら、リフォーム業者をお父さまに紹介していただきましょうか？」

広大　　　「いや、リフォームしても土地の面積が増える訳じゃないから」

恵子　　　「でもお金持ちキャラが二人って、ちょっと多すぎない？　普通、こういうのは一人で充じゆう分ぶんじゃないの」

広大　　　「二人って……、あぁあの子か。まぁあっちはお金の出所がいまいち釈しやく然ぜんとしないからなぁ」

恵子　　　「二人いるんだから、少しはこちらに分けてくれればいいのにねえ」

広大　　　「まあ、まだ一戸建てな分、いいじゃないか。世の中にはマンション暮らしの人もいるんだから」

恵子　　　「でもそっちの方が気楽かもねえ」

静花　　　「そうですね。門からお屋敷まで歩かなくても済みますし、部屋と部屋の行き来も時間がかかりませんから」

恵子　　　「いや、あんたがそう言うと嫌いやみになるから……」

静花　　　「え、あ。あの、その。すいません!!」







ティオ　　「ねぇ、桜さくら子こ。もっと大きな水すい槽そうが欲しい～～。金魚が狭せま苦くるしそうよ」

桜子　　　「買ってどこに置くつもりなのよ。うちは狭せまいし、そんなお金の余よ裕ゆうなんて無いのよ」

ティオ　　「もう、どうしてティルはあんな大きな屋敷に出入りしてるのよ！　っていうか、どうしてまた私たちがオチ担当なの!!」
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あとがき







　そんなわけで六巻です。

　この巻と次の巻で、起承転結の承の部分という事になります。六巻、七巻でようやく承かよ！　と言われてしまいそうですが、これからは少しずつ展開もペースアップしていきたいと思っております。

　もっともこの作品。編集さんが言うには、日常的などたばた話をやるのに割と適しているとの事で、これからも「この作品はｂｉｏクラフト四姉妹（-1）に日常を淡々と描いていくものです。過度な期待は（以下略）」的なお話も合間合間にいれていく事になると思いますので、そちらの方も楽しみにしていて下さい。

　この六巻は主にスケジュール上の都合で、いささか薄めの巻となってしまいました。話そのものは次の七巻に繋がっている事もあり、スケジュールの都合をつけてなるべく早く次の巻を出したいと思っております。




　さて、今回はページの都合で後書きが具体的に長いのです。

　ちょうどいい機会ですので、『グロリアスドーン』一巻後書きでちらりと触れた、ライトノベルとＳＦの関係について書いてみたいと思います。

　要するにいわゆるライトノベルという出版形態と、ＳＦという小説ジャンルは、相性が良いように見えて、その実、案外食い合わせが悪いというお話です。

　まぁ編集部によっては気にしないという所もあるのですが、一方でうちの読者はＳＦは駄目だからと言われたこともあります。ＳＦの中でも宇宙物、スペースオペラは特に厳しいようです。

　なぜでしょうねえと、色々な編集部の編集さんとも話していくうちに、何となくその原因が見えてきました。

　いわゆるライトノベルは、言ってみればキャラクター小説です。まずキャラがあってそこから話が展開していく小説形態ですね。

　ある編集さんとお話しした時に出た話題ですが、キャラクター小説である以上、最初からキャラが活躍するのが理想である。

　背景に関する説明や設定に関しては出来る限り、短くシンプルにまとめる。出来れば冒頭の一～二ページ、あるいは数行。理想はまったく説明無し、予備知識無し読み始めてもきちんと内容が把握できるもので有って欲しいとの事でした。

　ライトノベルと言われる作品には、ファンタジーと学園もの、あるいはその両者の合わせ技が多いようです。

　ファンタジーと学園ものというのは、この説明がやりやすいのですよね。

『剣と魔法が支配するキャラノ大陸』

　このひと言でおおむね作品世界のイメージが把握できます。学園ものも同様。

『東京都渋谷区にあるごくありきたりな高校。私立きゃらの高校』

　日本の中学、高校と来れば読者のほぼ全てが実際に通っていた経験があるわけですから、すぐさまイメージが沸きます。それでなくてもＴＶや漫画でも散々、学校は描写されていますからね。

　ファンタジーに関してはかつては『ドラゴンクエスト』『ファイナルファンタジー』のような国産ファンタジーＲＰＧ、最近は『指輪物語』『ハリー・ポッター』や『ナルニア国物語』のような海外ファンタジーとその映画化作品が強く影響されてると言われてます。しかし『ドラゴンクエスト』が大ヒットする前は、ファンタジーは日本にはなじまない。日本人が書く必要があるのか。あるいはウェスタンと並んで日本でヒットしない二大小説ジャンルと言われていたことを思い出すと、隔世の感があります。

　実際にはほとんどの作品が、ストーリー展開に合わせて独自の設定を用いているのは承知しております。しかし何と言っても掴みは大切。延々何ページも、いや何冊も（笑）設定説明だけに費やすわけにはいきません。

　まずは分かりやすい設定を提示しておき、キャラクターを活躍させてから、おもむろに独自の展開へと進めばいいわけです。

　他の作品にはないあっと驚く内容も、ありきたりな設定と思わせておけば逆に効果大ですからね。

　そこでＳＦはというと、これがまた難しい。ＳＦは「設定は勝利！」みたいな所がありますから（笑）。

　例を挙げてみましょう。

『二十三世紀。人類はすでに宇宙に進出して広大な銀河帝国を作り上げていた』

　この文章だけから想像する作品世界というのは、結構、人によりまちまちではないかと思っております。

　技術レベルはどの程度か？　銀河帝国の版図はどの程度か、銀河といういうからには銀河系全域か、それとも太陽系周辺なのか。あるいは複数の銀河にまたがっているのか。

　ファンタジーでエルフやドワーフと言えば、おおむね共通したイメージが沸きますが、ＳＦで異星人と言っても人間そっくりなものから、実態を持たない存在まで千差万別ですから。○○星人やアンドロイドについても、登場の度にその外見から説明を始めなければなりません。設定説明を好む読者がいる一方で、それを流れを削ぐと感じる読者がいるのも事実です。

　ひと言で言うのならば、ファンタジーにおける『ドラクエ』『指輪物語』のようなデファクトスタンダードと呼べるような作品がないのですな。デファクトスタンダードがないと、それをひっくり返す事も出来ません。

　また私のような文章から入った古いＳＦファンと、ＳＦと言うと『スターウォーズ』『スタートレック』あるいは『ガンダム』くらいしか知らない方とお話をしていると、その間には思わぬ認識ギャップがある事を思い知らされる事があります。『グロリアスドーン』一巻あとがきにちらりと書いた「宇宙戦艦より巨大ロボットの方が強いはず」もその一例です。

これらの作品をＳＦのデファクトスタンダードと考えているからなのでしょうね。

　またここまで使ってきたスペースオペラという言葉の定義にしても、色々と見解が分かれております。

　エドモンド・ハミルトンの『キャプテンフィーチャー』や、野田昌宏大元帥の『ＳＦ英雄群像』を読んできた身としましては、スペースオペラは「単純明快な宇宙大活劇」と認識しておりますが、一方では「宇宙を舞台にした壮大な叙事詩」と考える方々もいるようです。

　このギャップを学園マンガに例えるなら『魁！　男塾』と『男組』くらいの違いがあるような気がします。

　時々「スペースオペラ」について会話していて、噛み合わないまま話が終わる事があるのもこのためかも知れません。

　まぁ先に申し上げたように、ＳＦはまず設定ありきといいますが、設定こそＳＦの醍醐味と言っても良い所がありますから、ジャンルそのものが設定的な意味でのデファクトスタンダードが存在するのを嫌っているのかも知れません。

　もう一つライトノベルといいますか、キャラクターノベルとＳＦの食い合わせが悪い理由に、「ＳＦは人間を描かなくともよい唯一の文学ジャンルである」と言われている事があるかと思います。人間とは即ちキャラクターですから、ＳＦはキャラクターを描かずともよいジャンルと考える事も出来ます。

　海外のある著名なＳＦ作家がファンタジーとＳＦの違いをついて、次のような発言をしていました。

『ファンタジーでは、世界に異変が起き日常が脅かされると、主人公は仲間と共にこれに立ち向かい、異変の原因を解明して、やがて世界に日常が取り戻される。

　それに対してＳＦでは、世界に異変が起き日常が脅かされても、主人公とその仲間は単なる傍観者に過ぎず、異変の原因を解明した所でどうする事も出来ず、世界は日常を取り戻せぬまま、大きく変容してしまう』

　記憶が曖昧なので、細部は違っているかも知れませんが、おおむねこんなような内容であったと思います。

　つまりＳＦにおいて登場人物＝キャラクターは、状況を記述するだけの傍観者に過ぎないわけです。主人公はあくまでそのシチュエーション、状況や設定なのですね。

　こうなるとやはりジャンルとしては、キャラクター小説＝ライトノベルとは食い合わせが悪いと言われるのも分かるような気もします。

　もっともライトノベルと言われる出版形態の中でも、このウィークポイントを克服した、あるいは逆手に取った素晴らしいＳＦ作品が多数有ります。また私もキャラクターノベルとＳＦのすりあわせについては、色々と工夫をして来たつもりですし、この『グロリアスドーン』もその試みの一つです。どういう結果になりますかは、さぁお立ち会いという所で（笑）。

　それにしてもやはり宇宙もの、スペースオペラは現状のライトノベル市場で苦戦しているのは事実でして。先日も「書店で読者が手に取った本をぱらぱらとめくり、ＳＦや宇宙という単語が入ってるのを目にした途端、書棚に戻してしまう」という話も聞きました。そういえば十年ほど前にも同じような話を聞いたなぁと……（笑）。まぁそれ故に日常話もちらほら混ぜ込んでいく事になると思います。

　まぁ、あれです。「イワシハンバーグ」だと思っていただければ幸いです。お魚の嫌いな人も、ハンバーグにすれば骨ごとおいしくイワシを食べられて万事オッケェーイ！　という事で（笑）。




　そんなわけで後書きのページも良い感じに埋まって参りました。

　ホビージャパン社刊「キャラの！」でも引き続き『グロリアスドーン』特別編を掲載中ですので、そちらもよろしくお願いいたします。

　それでは第七巻「少女は剣を振るう」（仮題）でお会いしましょう。




庄司卓公式サイト「庄司卓完全攻略本」

http://www.syoji-sc.com/




庄司卓公式blog「庄司卓完全攻略ブログ（季節の言葉）」

http://blog.goo.ne.jp/syoji-takashi/
















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８




（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部




庄司 卓先生／四季童子先生／小松崎龍海先生
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